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従
業
員
自
身
で
自
己
評
価
で
き
る
こ
と
。

②　

実
施
者
が
定
め
た
基
準
に
よ
り
、
ス
ト

レ
ス
反
応
が
高
い
者
や
ス
ト
レ
ス
対
処
が

著
し
く
悪
い
者
な
ど
を
高
ス
ト
レ
ス
者
と

し
て
選
び
、
受
検
者
の
希
望
に
よ
り
医
師

の
面
接
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

③　

実
施
者
は
個
人
の
結
果
を
一
定
規
模
の

集
団
単
位
で
集
計
・
分
析
を
行
い
、
事
業

者
は
必
要
な
職
場
環
境
の
改
善
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
と
し
て
の
О
Ｓ
Ｉ

筆
者
ら
が
日
本
版
О
Ｓ
Ｉ
と
し
て
開
発
し

た
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
、
既
に
１
９
９
８

年
に
３
領
域
構
成
の
自
記
式
調
査
票
と
し
て

世
に
出
し
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
推
奨
の
調

査
票
と
比
べ
る
と
２
・
５
倍
の
項
目
数
か
ら

な
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
詳
細
な
自
己
診
断
や

組
織
診
断
が
で
き
る
。
さ
ら
に
２
０
１
３
年

に
Ｗ
ｅ
ｂ
版
О
Ｓ
Ｉ
と
し
て
改
訂
を
行
い
、

受
検
者
は
端
末
機
で
所
要
時
間
は
20
分
程
度

で
回
答
し
、
即
時
に
受
検
者
に
結
果
が
示
さ

れ
、
高
得
点
状
況
も
把
握
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
自
己
診
断
の
た
め
の
詳
し
い

尺
度
解
説
や
参
考
資
料
を
付
し
て
お
り
、
３

領
域
の
相
互
関
係
か
ら
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
自

己
診
断
が
で
き
る
。

４　

О
Ｓ
Ｉ
に
よ
る

　

集
団
・
組
織
分
析
の
着
眼
点

集
団
・
組
織
分
析
の
肝
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
不
調
の
発
生
を
個
人
の
原
因
だ
け
に
す

る
の
で
は
な
く
、
職
場
環
境
に
も
あ
る
と
す

る
点
に
あ
る
。
検
査
結
果
を
集
団
ご
と
に
集

計
・
分
析
し
、
職
場
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
の

程
度
お
よ
び
そ
の
原
因
を
把
握
し
、
集
団
・

組
織
単
位
で
従
業
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
、職
場
環
境
の
改
善
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
分
析
の
着
眼
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。

⑴　

ス
ト
レ
ス
原
因
も
ス
ト
レ
ス
反
応
も
高

い
集
団

ス
ト
レ
ス
の
原
因
が
高
け
れ
ば
、
心
身
の

ス
ト
レ
ス
状
態
も
悪
く
な
る
の
が
通
常
で
あ

る
。
組
織
の
中
で
他
の
職
場
集
団
の
平
均
得

点
に
比
べ
原
因
も
状
態
も
平
均
得
点
が
高
い

集
団
が
あ
れ
ば
デ
ー
タ
を
可
視
化
さ
せ
、
ど

の
種
の
ス
ト
レ
ス
原
因（
О
Ｓ
Ｉ
で
は
６
種

類
）が
ど
の
種
の
ス
ト
レ
ス
状
態（
О
Ｓ
Ｉ

で
は
４
種
）に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
分

析
し
、
職
場
改
善（
ス
ト
レ
ス
原
因
の
除
去

や
軽
減
）に
向
け
て
検
討
す
る
。
日
頃
か
ら

厳
し
い
職
場
だ
と
推
測
し
て
い
た
職
場
が

デ
ー
タ
で
客
観
化
さ
れ
る
と
職
場
改
善
に
説

得
性
が
増
す
。

⑵　

ス
ト
レ
ス
反
応
が
高
く
ス
ト
レ
ス
対
処

が
低
い
集
団

あ
ま
り
ス
ト
レ
ス
原
因
が
高
く
な
い
環
境

な
の
に
、
ス
ト
レ
ス
状
態
が
高
く
、
対
処
が

総
じ
て
悪
い
集
団
が
あ
る
。
仕
事
の
処
理

や
人
間
関
係
へ
の
対
応
が
未
熟
で
あ
る
場
合

に
生
じ
や
す
い
。
こ
の
分
析
は
職
場
単
位
と

い
う
よ
り
は
経
験
年
数
別
の
集
団
分
析
を
し

て
み
る
と
経
験
年
数
の
少
な
い
集
団
に
よ
く

見
ら
れ
る
。
仕
事
の
知
識
・
技
量
、
対
人
ス

キ
ル
な
ど
ス
ト
レ
ス
対
処
に
必
要
な
ス
キ
ル

種
は
何
か（
О
Ｓ
Ｉ
で
は
４
種
）を
見
極
め
、

そ
の
た
め
の
研
修
や
訓
練
が
必
要
と
な
る
。

１　

職
場
に
お
け
る

　

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
義
務
化
の
背
景

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
、
労
働
安
全
衛
生

法
の
改
正
に
よ
り
、
労
働
者
が
50
人
以
上
い

る
事
業
所
で
は
、
２
０
１
５
年
12
月
か
ら
、

毎
年
１
回
以
上
、
ス
ト
レ
ス
検
査
を
す
べ
て

の
労
働
者
に
対
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
義
務

と
な
っ
た
。
こ
の
義
務
化
の
背
景
に
は
職
業

人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
増
加
、
ひ
い

て
は
精
神
的
病
気
の
発
症
や
自
殺
者
数
の
増

加
が
あ
る
。
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
実
施
に
よ

り
職
業
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
を
未
然

に
防
止
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
る
。

２　

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
要
件

厚
生
労
働
省（
２
０
１
５
）の
推
奨
す
る
簡

易
型
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
は
、

ス
ト
レ
ス
の
原
因
、心
身
の
ス
ト
レ
ス
反
応
、

周
囲
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
の
３
領
域
、
57
項
目

か
ら
な
っ
て
い
る
。
従
来
、
ス
ト
レ
ス
検
査

と
言
え
ば
、
心
身
の
ス
ト
レ
ス
反
応
を
測
定

す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
ス
ト
レ
ス
反
応

の
軽
減
を
行
う
に
は
心
身
の
疲
弊
を
も
た
ら

す
原
因
を
特
定
化
す
る
必
要
が
あ
り
、
原
因

に
応
じ
て
対
処
の
仕
方
を
選
択
す
る
必
要
が

あ
る
。
厚
生
労
働
省
は
３
領
域
が
測
定
で
き

る
調
査
票
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
票
を
使
用
し
て
も
よ
い
と
し
て
い

る
。ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
に
は
三
つ
の
ね

ら
い
が
あ
る
。

①　

実
施
者
は
従
業
員
の
ス
ト
レ
ス
が
ど
の

よ
う
な
状
態
に
あ
る
か
結
果
を
通
知
し
、
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産業保健現場における
OSI 職業ストレス検査の活かし方　　

１　

事
業
場
内
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
が

　

担
う
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
現
状

事
業
場
内
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
等
は
、
職

場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
実
施
に
関

し
、
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
個
人

の
ケ
ア
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ラ
イ
ン
に
よ
る
ケ

ア
が
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
具
体
的

な
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
実
施
に

関
す
る
企
画
立
案
実
施
な
ど
、
日
々
多
く
の

業
務
に
追
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
昨
年
12
月

か
ら
開
始
さ
れ
た
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ

く
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
一
連
の
業
務

も
担
う
こ
と
と
な
り
、
ま
す
ま
す
多
忙
と

な
っ
て
い
る
。

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
は「
高
ス

ト
レ
ス
者
」
つ
ま
り
ス
ト
レ
ス
の
高
い
従
業

員
が
数
値
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
事
業
所

か
ら
は
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
で
高

ス
ト
レ
ス
者
の
数
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
が
関
わ
る
事
業
場
内
産
業
保
健
現
場

ス
タ
ッ
フ
も
、
毎
年
様
々
な
分
野
か
ら
講
師

を
招
き
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
を
行
っ
て
い

る
が
、
研
修
へ
の
参
加
者
が
少
な
い
こ
と
や

結
果
に
つ
な
が
り
に
く
い
な
ど
、
苦
慮
し
て

い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
少

し
で
も
事
業
所
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
向
上
に

貢
献
で
き
る
よ
う
、
労
働
現
場
の
状
況
や
要

望
を
吸
い
上
げ
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。

２　

事
業
場
内
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
が

　

よ
り
働
き
や
す
く
な
る
た
め
に

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
が
義
務
化
さ
れ

た
こ
と
は
社
会
の
関
心
事
と
し
て
扱
わ
れ
、

法
律
が
施
行
さ
れ
る
前
後
に
は
マ
ス
コ
ミ
に

も
取
り
上
げ
ら
れ
、
話
題
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
事
業
場
内
産
業
保
健
の
現
場
か
ら
は

「
こ
れ
ま
で
も
散
々
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

を
行
っ
て
き
た
。
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
も
何

種
類
も
行
っ
た
し
研
修
も
行
っ
た
が
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
の
数
に
そ
れ
ほ
ど
変
化

は
な
い
。
現
場
ス
タ
ッ
フ
の
数
に
も
限
度
が

あ
り
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
た
と

し
て
も
細
や
か
な
介
入
ま
で
は
手
が
回
ら
な

い
」
と
い
う
内
容
の
話
題
が
よ
く
あ
が
っ
て

い
る
。
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
が
導
入
さ

れ
る
こ
と
で
ス
タ
ッ
フ
が
多
忙
と
な
り
、
不

調
者
へ
の
対
応
が
薄
く
な
る
の
は
本
末
転
倒

で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
今
後
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
ケ
ア
は
、
事
業
場
内
産
業
保
健
ス
タ
ッ

フ
が
手
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
た
だ
け
で
、
あ
る
程

度
、
個
々
の
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
や
セ
ル
フ
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
の
土
台
が
構
築
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
作
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

３　
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
が
う
ま
く
機
能
す
る

　

ア
セ
ス
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
選
択
の
重
要
性

前
述
し
た
よ
う
に
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

を
す
る
際
、
事
業
場
内
産
業
保
健
ス
タ
ッ

フ
が
手
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
た
だ
け
で
、
あ
る
程

度
、
個
々
の
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
や
セ
ル
フ
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
の
土
台
が
構
築
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
作
り
を
考
え
る
と
き
、
そ
の
機
能
を
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
ツ
ー
ル
に
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
。

本
稿
で
紹
介
す
る
Ｏ
Ｓ
Ｉ
職
業
ス
ト
レ
ス

検
査
に
も
そ
の
機
能
を
期
待
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
内
容
を
以
下
に
示
し
た
。

①　

検
査
実
施
の
時
点
で
期
待
で
き
る
効
果

•�　

質
問
紙
の
内
容
が
職
場
環
境
を
具
体
的

に
想
起
さ
せ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
自
分
が
う
ま
く
説
明
で
き
な
か
っ
た

働
く
上
で
の
問
題
が
整
理
で
き
る
。

•�　

こ
れ
ま
で
ス
ト
レ
ス
と
し
て
と
ら
え
て

な
か
っ
た
こ
と
も
ケ
ア
が
必
要
な
ス
ト
レ

ス
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
識
で
き
る
。

②　

結
果
の
活
用

•�　

結
果
が
数
値
化
さ
れ
る
こ
と
で
ス
ト
レ

ス
の
度
合
い
に
気
づ
き
、
ス
ト
レ
ス
対
処

の
必
要
性
に
関
し
て
意
識
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

精神保健福祉士　神部まなみ

 特集  OSI 職業ストレス検査の生かし方

ストレスチェック
を「形式的」に
しないために
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 特集  OSI 職業ストレス検査の生かし方

〈
別
の
視
点
で
考
え
る
〉

　

仕
事
が
前
も
っ
て
明
確
に
な
っ
て
い

な
い
と
き
は
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
や
す

い
の
だ
。
周
囲
や
上
司
に
早
め
に
確
認

し
よ
う
。

•�　

ス
ト
レ
ス
状
態（
検
査
B
）
の
質
問
は
、

メ
ン
タ
ル
疾
患
の
症
状
に
つ
な
が
る
表
現

が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
自
分
の

不
調
を
説
明
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

（
例�

）
仕
事
上
の
決
断
が
鈍
り
が
ち
で
あ

る
。（
質
問
用
紙
10
よ
り
抜
粋
）

〈
メ
ン
タ
ル
疾
患
の
症
状
と
し
て
と
ら
え
る
〉

　

抑
う
つ
症
状
な
ど
で
み
ら
れ
る
思
考

力
や
集
中
力
の
減
退
と
と
ら
え
る
こ
と

も
で
き
る
。
睡
眠
時
間
や
食
事
の
摂
取

な
ど
、
普
段
の
生
活
を
見
直
し
て
み
よ

う
。

•�　

ス
ト
レ
ス
対
処（
検
査
C
）
の
質
問
も
、

ス
ト
レ
ス
対
処
方
法
を
趣
味
や
余
暇
活
動

に
限
定
せ
ず
、
仕
事
の
取
り
組
み
方
に
よ

る
ス
ト
レ
ス
対
処
方
法
と
い
う
気
づ
き
に

く
い
視
点
を
提
案
し
て
い
る
。
ま
た
、
人

と
の
関
わ
り
の
中
で
問
題
が
解
決
さ
れ
て

い
く
こ
と
を
示
唆
す
る
問
題
も
取
り
上
げ

ら
れ
て
お
り
、
ど
れ
も
個
々
で
取
り
組
む

こ
と
の
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

•�　

ス
ト
レ
ス
は
大
雑
把
な
と
ら
え
方
や
思

い
込
み
で
は
問
題
解
決
に
は
至
ら
な
い
。

ス
ト
レ
ス
を「
職
業
遂
行
面
」「
心
理
面
」

「
対
人
面
」「
身
体
面
」「
対
処
方
法
」と
い

う
視
点
で
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
け
す
る
こ
と

で
、
問
題
を
具
体
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

③　

問
題
用
紙
の
活
用（
応
用
編
）

検
査
実
施
前
に
は
実
施
方
法
に
つ
い
て
の

説
明
や
教
示
を
行
う
が
、
検
査
実
施
後
も
結

果
の
見
立
て
だ
け
で
は
な
く
、
問
題
用
紙
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
る
と
個
人

レ
ベ
ル
の
問
題
と
し
て
取
り
入
れ
や
す
い
。

ま
た
、
問
題
用
紙
を
今
後
の
健
康
維
持
を
目

的
と
し
た
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
と
し
て
定
期
的

に
利
用
し
た
り
、
ス
ト
レ
ス
対
処
の
た
め
の

新
た
な
視
点
を
得
る
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
に
具
体
例
を
示
し

た
。

•�　

ス
ト
レ
ス
原
因（
検
査
A
）
の
質
問
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
職
場
環
境
を
想
起
さ
せ

る
表
現
が
使
わ
れ
、
職
場
環
境
に
お
け
る

問
題
を
意
識
し
や
す
い
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
新
し
い
視
点

の
発
見
が
得
ら
れ
る
。

（
例�

）
私
の
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事

は
、前
も
っ
て
明
確
に
な
っ
て
い
る
。

（
質
問
用
紙
11
よ
り
抜
粋
）

31 最近疲れ気味で
ある。

32 私の食生活は不
規則である。

33 最近ずっと緊張
している。

34 寝つきがわるい
。

35 原因のわからな
い痛みがある。

36 健康によくない
ものを食べている。

37 最近脱力感がひ
どい。

38 最近身体の調子
がよくない。

39 最近食欲が低下
してきた。

40 最近過労気味の
ような気がする。

1 自由時間のほと
んどは趣味に費やし

ている。

2 休養や保養のた
めの休暇が欲しいと

きは、積極的にとる
。

3 暇な時間は自分
の好きなことに使う

。

4 休日には、私が最
も楽しみにしている

ことをする。

5 最近のおもな娯
楽は、テレビを見る

ことぐらいである。

6 自由時間は、ス
ポーツ観戦や映画、

展覧会、コンサート
などの鑑賞に費やし

ている。

7  自由時間は、自分
が参加できる活動（

スポーツ、日曜大工、
手芸、音楽、絵画な

ど）に費やしている。

8 余暇活動をして
いるとき、くつろいだ

気分でいられる。

9 余暇活動のため
に十分な時間をとっ

ている。

10 私には、心から
楽しめる趣味がある

。

C

5

1 自分の仕事が思うようにはかどらない。

2 このごろ、職場に行きたくない。

3 自分の仕事に退屈している。

4 自分の仕事が滞りがちである。

5 自分の仕事上で、思いがけないトラブルが多い。

6 質のよい仕事をしている。

7 今の仕事に興味をもち、やりがいを感じている。

8 仕事に集中できる。

9 仕事の上でミスや失敗をすることが多い。

10 仕事上の決断が鈍りがちである。

11 最近、ちょっとしたことでもイライラする。

12 ユーモアや冗談が言える。

13 最近、気分が沈みがちである。

14 最近、神経質になっている。

15 夜、いろいろな考えが頭に浮かんできて眠れない。

16 最近、普段なら何でもないことに過敏に反応する。

17 身の回りの物事はうまくいっている。

18 些
ささ い

細なことにも愚痴を言ってしまう。

19 最近悩んでいる。

20 何事にも無関心になっている。

21 人とのつき合いが億
おっくう

劫になってきた。

22 最近、一人でいたいと思うことが多い。

23 親しい友人と過ごせる時間が少なくなっている。

24 友人とうまくゆかないことが多くなった。

25 最近、他の人と何かやるよりも、一人でやる方が気楽に感じる。

26 家族とのいさかいが増えてきた。

27 人間関係はうまくいっている。

28 人に協力を求めずに自分一人で問題を処理するので、時間がかかってしまう。

29 他人のことではなく、自分のことだけをもっと考えていたい。

30 最近人間関係で孤立しがちである。

B

4

1 今の職場は、常識で考えてあまりにも忙しすぎる。2 最近、ノルマがきつすぎる。
3 担当している仕事の量が多すぎて、勤務時間内に終わらない。4 職務上の責任が重くなりすぎているように感じる。5 職場で、予備知識のないことを新たにやるように求められ、重荷である。
6 仕事を家に持ち帰ってやらなければならない状態である。7 厳しい時間的制約のもとで仕事をしている。8 責任のある重要な仕事をいくつも同時にこなすことが求められ、応じきれない。
9 いろいろな面から考えて、今の仕事量はあまりにも多すぎる。10 自分の能力や経験を越えた仕事をしなければならない。

11 今の仕事は、自分の興味や技能、経験にあった仕事ができている。12 今の仕事は、単調すぎて、あきあきしている。13 自分の仕事をやりとげるのに必要とする、十分な権限を与えられている。
14 私の能力や才能は、仕事の上で活かされている。15 将来性のない仕事を与えられている。16 仕事をとおして、達成感や成功感を感じている。17 将来性のある地位を得ている。18 仕事を通じて、まわりの人々から認められている。19 今の仕事から学ぶことが少なく、成長につながらない。20 自分の期待どおりに昇進できている。

21 職場で私の役割がはっきりしない。22 私のしなければならない仕事は、前もって明確になっている。23 仕事上で、自分が何を期待されているかがはっきりしていない。24 同時にいくつもの仕事があるとき、優先順位ははっきりしている。25 新しい仕事を与えられたとき、何から始めたらよいかがわかっている。
26 私の上司は、口で言うことと、本心で期待していることとが違う。27 職場で、好ましくないとされている行動（服装や態度など）がわかっている。
28 与えられた仕事の重要度がはっきりしないので、優先順位がつけにくい。
29 上司が何を望んでいるか、よくわかっている。30 上司が私にどんな仕事ぶりを望んでいるかはっきりしない。

A

2

質問用紙

一般社団法人 雇用問題研究会

原著者　Samuel H. Osipow, Ph. D.／Arnold R. Spokane, Ph. D.
著　者　岡山大学教授　田中宏二／筑波大学教授　渡辺三枝子

　わたしたちが仕事をしていく上で、さまざまなストレスが生じることは避けられません。

　よりよい職業生活を送るためには、ストレスを正しく認識し、対処することが大切です。

このチェックリストは、職業生活でのストレスの状態や原因および対処のしかたを

　自分自身でチェックし、あなたの健康や適応の増進に役立てるためのものです。

　まず、質問用紙と回答用紙に必要な事項を記入してください。

年　　齢 歳 性　　別 男　・　女

実施年月日 年　　　　月　　　　日

役 職 名

氏　　名

番　　号

部 署 名

会 社 名

職 務 名
（具体的に）

職業ストレス検査（第2版）

（
例�

）
仕
事
の
や
り
方
や
予
定
を
、
定
期

的
に
再
検
討
し
た
り
組
み
直
し
た
り

す
る
。（
質
問
用
紙
32
よ
り
抜
粋
）

〈
ス
ト
レ
ス
対
処
方
法
の
新
し
い
視
点
と

し
て
と
ら
え
る
〉

　

今
ま
で
仕
事
の
や
り
方
や
予
定
に
つ

い
て
じ
っ
く
り
考
え
る
こ
と
を
せ
ず
、

何
と
な
く
取
り
組
ん
で
い
た
。
こ
れ
に

よ
り
無
駄
な
疲
労
が
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。

４　

お
わ
り
に

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
結
果
を
う
ま

く
還
元
で
き
て
い
る
職
場
と
は
、
労
働
者

個
々
が
自
己
理
解
を
深
め
、
セ
ル
フ
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
な
が
ら
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
働
き
方

が
で
き
る
職
場
で
あ
る
と
考
え
る
。
Ｏ
Ｓ
Ｉ

職
業
ス
ト
レ
ス
検
査
に
は
、
そ
れ
ら
を
考
え

る
き
っ
か
け
と
な
る
要
素
が
多
く
盛
り
込
ま

れ
、
今
後
の
生
活
を
改
善
す
る
た
め
の
計
画

に
も
活
か
し
や
す
い
。

健
全
な
職
場
環
境
が
育
つ
こ
と
は
、
同
時

に
事
業
所
の
生
産
性
に
も
貢
献
す
る
こ
と

と
な
る
。
そ
の
た
め
、
毎
年
行
う
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
が
形
式
的
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ

う
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
方
を
検
証
し
、

発
展
さ
せ
て
ほ
し
い
。
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OSI 職業ストレス検査を活用した
職場適応支援　　

元・森永製菓株式会社 人材開発センター長
東京都市大学 非常勤講師、相模女子大学 非常勤講師
２級キャリアコンサルティング技能士
GCDF−Japanキャリアカウンセラー（米国CCE認定）　	 曲

ま が り お

尾　実
みのる

１　

は
じ
め
に

Ｏ
Ｓ
Ｉ
は
、
筆
者
が
所
属
し
て
い
る
特
定

非
営
利
活
動
法
人
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
協
会
で
も
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
講
座
で

教
材
と
し
て
使
用
し
て
お
り
、
比
較
的
手
軽

に
実
施
で
き
る
フ
ォ
ー
マ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

と
し
て
、
定
評
の
あ
る
検
査
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
企
業
に
お
け
る
実
際
の
活
用
事

例
と
し
て
、
筆
者
が
以
前
勤
務
し
て
い
た
森

永
製
菓
株
式
会
社
に
お
け
る
新
入
社
員
フ
ォ

ロ
ー
研
修
の
中
で
、
Ｏ
Ｓ
Ｉ
職
業
ス
ト
レ
ス

検
査
を
活
用
し
た
実
例
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

た
い
。

２　

Ｏ
Ｓ
Ｉ
導
入
の
経
緯

そ
も
そ
も
筆
者
が
Ｏ
Ｓ
Ｉ
職
業
ス
ト
レ
ス

検
査
を
知
っ
た
の
は
、
法
政
大
学
大
学
院

経
営
学
研
究
科
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
専
攻

（
現
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
研
究
科
）
在
学

中
に
、
開
発
者
の
お
一
人
で
あ
る
渡
辺
三
枝

子
先
生
の
講
義
の
中
で
、
検
査
の
実
施
な
ら

び
に
解
説
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
あ
る
。
個
人（
従
業
員
）
お
よ
び
組

織（
企
業
）
双
方
に
と
っ
て
有
効
な
、
し
か

も
簡
便
な
検
査
と
し
て
職
場
で
も
使
え
る
と

い
う
印
象
を
受
け
た
。

そ
の
後
、
社
内
で
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て

い
た
公
募
型
社
内
ス
ク
ー
ル
で
、
受
講
者
に
Ｏ

Ｓ
Ｉ
を
ト
ラ
イ
ア
ル
と
し
て
受
け
て
も
ら
い
、

有
効
性
や
所
要
時
間
、
受
講
者
の
反
応
等
を

確
認
後
、
社
内
に
導
入
す
る
こ
と
と
し
た
。

３　

Ｏ
Ｓ
Ｉ
の
導
入
場
面

①
キ
ャ
リ
ア
相
談
室
で
の
実
施

社
内
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
時
に
、
単
な
る
キ
ャ
リ
ア
上
の

問
題
だ
け
で
な
く
、
メ
ン
タ
ル
面
で
の
不
調

も
抱
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
社
員
へ
の
実
施
。

②
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
研
修
で
の
実
施

１
カ
月
半
に
わ
た
る
新
入
社
員
研
修
終
了

後
、
職
場
に
配
属
さ
れ
た
新
入
社
員
を
半
年

後
に
再
集
合
さ
せ
て
実
施
す
る
フ
ォ
ロ
ー
研

修
時
に
、
メ
ン
タ
ル
面
で
の
状
態
を
確
認
す

る
た
め
に
実
施
。

４�　

新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
研
修
で
の

　

活
用
の
実
際

フ
ォ
ロ
ー
研
修
で
は
２
０
１
１
年
か
ら
Ｏ

Ｓ
Ｉ
を
実
施
し
た
。
今
回
は
、
筆
者
が
在
職

中
の
２
０
１
３
年
度
の
事
例
を
ご
紹
介
す
る

（
対
象
新
入
社
員
数
35
名
）。

①
フ
ォ
ロ
ー
研
修
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
４
月
～
５
月
中
旬　

新
入
社
員
研
修
実
施

・
５
月
中
旬　

配
属

・�

フ
ォ
ロ
ー
研
修
１
カ
月
前　

全
員
に
キ
ャ

リ
ア
面
談
実
施（
一
人
１
時
間
）

・
11
月
に
２
日
間　

フ
ォ
ロ
ー
研
修
実
施

②
研
修
目
的

学
生
か
ら
社
会
人
へ
と
テ
イ
ク
オ
フ
す
る

転
換
期
は
、
誰
で
も
精
神
的
緊
張
を
経
験
し

て
組
織
に
入
っ
て
い
く
も
の
。研
修
担
当
は
、

４
月
～
５
月
中
旬
の
新
入
社
員
研
修
で
、
本

人
の
意
識
改
革
と
組
織
へ
の
適
応
を
目
的
に

さ
ま
ざ
ま
な
研
修
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い

る
。
し
か
し
、
新
入
社
員
研
修
が
終
了
し
、

実
際
に
各
職
場
に
配
属
さ
れ
る
と
、
そ
こ
で

は
良
く
も
悪
く
も
さ
ま
ざ
ま
な“
現
実
”
が

待
っ
て
い
る
。
個
人
差
は
あ
る
も
の
の
悪
戦

苦
闘
の
半
年
間
を
過
ご
し
た
と
こ
ろ
で
再
集

合
し
、
入
社
後
の
振
り
返
り
、
悩
ん
で
い
る

こ
と
、
成
功･
失
敗
事
例
な
ど
を
同
期
生
同

士
で
共
有
し
、
ス
キ
ル
面
、
精
神
的
な
適
応

面
を
フ
ォ
ロ
ー
し
な
が
ら
、「
自
立
し
た
社

員
へ
成
長
す
る
こ
と
」を
目
的
に
実
施
し
た
。

③
Ｏ
Ｓ
Ｉ
の
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム

・�

Ｏ
Ｓ
Ｉ
の
実
施
、
自
己
採
点
、
結
果
の
解

釈
、
グ
ル
ー
プ
内
で
結
果
を
見
せ
合
い
、

感
想
交
換（
１
時
間
半
）

・�

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
義（
１
時
間
：
社
内

講
師
）

�〈
内
容
〉
現
代
社
会
と
組
織（
企
業
）
の
状

況
、
自
分
で
で
き
る
ス
ト
レ
ス
解
消
法
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
働
き
か
け
）
の

取
り
方
な
ど

※�

Ｏ
Ｓ
Ｉ
の
結
果
は
、
コ
ピ
ー
を
人
事（
研
修
担

当
）に
て
保
管
。

※�

Ｏ
Ｓ
Ｉ
実
施
時
に
は「
個
人
評
価
を
す
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
」を
伝
え
て
い
る
。

人
事（
研
修
担
当
）と
は
、
新
入
社
員
研
修

時
に
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
る
た
め
、
検
査

へ
の
不
安
は
少
な
い
と
判
断
し
た
。

④
Ｏ
Ｓ
Ｉ
実
施
の
結
果

「
総
合
評
価
」（
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
上
で
網
か
け

表
示
さ
れ
て
い
る
欄
に
つ
け
ら
れ
た
○
の
数

を
合
計
し
た
も
の
）を
見
る
と
、
８
個
が
１
名
、

５
個
、
４
個
が
各
１
名
、
３
個
、
２
個
が
各
３

名
、１
個
が
７
名
で
あ
っ
た
。「
結
果
の
見
方・

対
処
の
仕
方
」
に
よ
れ
ば
、
５
個
以
下
は
大

き
な
問
題
は
見
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
結
果
と
し
て
、
職
業
生
活
で
の
ス

ト
レ
ス
や
そ
の
対
処
方
法
に
や
や
問
題
あ
り

と
さ
れ
た
の
は
、
１
名（
８
個
）の
み
で
あ
っ

た
。
こ
の
１
名
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
事
例

で
紹
介
し
た
通
り
フ
ォ
ロ
ー
を
実
施
し
た
。

⑤ 

フ
ォ
ロ
ー
研
修
で
Ｏ
Ｓ
Ｉ
を
実
施
す
る
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト

・�

新
入
社
員
本
人
は
、「
新
入
社
員
だ
か
ら
」

と
頑
張
っ
て
し
ま
い
、
周
囲
に
自
分
の
状

況
を
言
え
な
い
こ
と
も
多
い
。
事
前
に
個

別
キ
ャ
リ
ア
面
談
を
行
っ
て
い
る
が
、
面

新入社員
フォロー研修

の事例
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学
生
双
方
に
大
き
な
負
担
を
か
け
て
い
る
入

社
選
考
試
験
を
通
過
し
て
入
社
し
て
き
た
貴

重
な
新
入
社
員
に
、
一
刻
も
早
く
学
生
気
分

か
ら
企
業
人
へ
と
意
識
改
革
し
て
も
ら
う
こ

と
、
企
業
と
い
う
組
織
に
適
応
し
て
も
ら
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
、
転
換
期
を
迎

え
た
新
入
社
員
の
メ
ン
タ
ル
面
で
の
問
題
に

い
か
に
対
応
す
る
か
も
大
き
な
問
題
で
あ
っ

た
。
そ
れ
ま
で
新
入
社
員
と
同
期
生
同
士
あ

る
い
は
研
修
担
当
者
と
の
人
間
関
係
を
深
め

る
こ
と
で
解
決
を
図
っ
て
い
た
も
の
が
、
Ｏ
Ｓ

Ｉ
と
い
う
ツ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
、
よ
り
客

観
的
に
、
よ
り
自
然
に
、
解
決
へ
の
糸
口
が

見
つ
か
っ
た
こ
と
は
大
き
な
助
け
に
な
っ
た
。

さ
さ
や
か
な
事
例
で
は
あ
る
が
、
ご
参
考

に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

 特集  OSI 職業ストレス検査の生かし方

は
、
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
尺
度（
Ｂ
―

２
）

お
よ
び
職
業
的
ス
ト
レ
ス
反
応
尺
度（
Ｂ
―

１
）
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
職
務

の
遂
行
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
こ
と
、
不

安
感
や
ゆ
う
う
つ
感
が
強
く
な
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

A
職
業
役
割
検
査
に
関
し
て
は
、
役
割
の

曖
昧
感
尺
度（
Ａ
―

３
）
が
高
く
、
新
入
社
員

ゆ
え
に
自
分
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理

解
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

６　

お
わ
り
に

以
上
、
筆
者
が
過
去
実
際
に
携
わ
っ
て
き

た
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
研
修
で
の
事
例
を
ご

紹
介
し
て
き
た
。
新
入
社
員
研
修
の
担
当
者

と
し
て
常
に
考
え
て
い
た
こ
と
は
、
企
業
と

ち
な
真
面
目
な
性
格
）。

結
果
を
グ
ル
ー
プ
内
で
見
せ
合
う
こ
と

で
、
同
期
も
Ａ
社
員
の
ス
ト
レ
ス
状
況
が
高

い
こ
と
に
気
づ
き
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

Ａ
社
員
は
同
期
に
本
音
を
話
せ
る
よ
う
に

な
っ
た（
グ
ル
ー
プ
内
で
結
果
を
披
露
し
合
っ

た
際
に
、
周
り
の
メ
ン
バ
ー
も
驚
い
て
い
た

が
、
一
番
驚
い
て
い
た
の
は
本
人
だ
っ
た
）。

フ
ォ
ロ
ー
研
修
後
は
、
支
店
長
や
Ｏ
Ｊ
Ｔ

ト
レ
ー
ナ
ー
（
新
入
社
員
が
配
属
さ
れ
た

職
場
で
任
命
さ
れ
る
メ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
社

員
。
通
常
入
社
後
３
～
５
年
目
の
社
員
が
な

る
）
に
状
況
を
確
認
し
、
フ
ォ
ロ
ー
を
依
頼

し
た
。
ま
た
、
折
に
触
れ
て
本
人
の
様
子
を

聞
く
な
ど
気
を
配
っ
て
い
た
が
、
年
明
け
か

ら
３
月
に
か
け
て
徐
々
に
落
ち
着
い
て
き
た

様
子
で
あ
っ
た
。Ｏ
Ｓ
Ｉ
実
施
時（
11
月
）は
、

９
月
末
に
営
業
と
し
て
の
見
習
い
期
間
が
終

了
し
、
10
月
か
ら
売
上
予
算
も
持
っ
て
独
り

立
ち
し
、
仕
事
が
本
格
化
し
て
間
も
な
い
時

期
で
あ
っ
た
こ
と
、
家
庭
の
事
情（
父
親
が

遠
方
に
単
身
赴
任
し
、
家
族
の
中
で
た
だ

一
人
の
男
性
と
し
て
何
か
と
責
任
や
所
用
が

増
え
た
こ
と
）
が
発
生
し
た
こ
と
な
ど
が
重

な
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
環
境

の
変
化
に
数
カ
月
か
け
て
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て

い
っ
た
こ
と
が
好
転
の
要
因
と
思
わ
れ
る
。

②
実
際
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
解
釈

Ａ
社
員
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
見
る
と（
図

表
参
照
）、
特
徴
的
な
の
は
、
C
ス
ト
レ
ス

対
処
検
査
で
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
尺
度（
Ｃ

―

１
）
が
特
に
低
く
、
余
暇
の
過
ご
し
方
が

悪
い
こ
と
、そ
し
て
健
康
管
理
尺
度（
Ｃ
―

２
）

と
論
理
的
対
処
尺
度（
Ｃ
―

４
）
も
次
い
で
低

く
、
健
康
管
理
の
不
十
分
さ
と
問
題
処
理
の

ま
ず
さ
を
表
し
て
い
る
。

ま
た
、
B
ス
ト
レ
ス
反
応
検
査
に
つ
い
て

A職業役割検査

Bストレス反応検査

ストレス対処検査C

総合評価

B-1

B-2

B-3

B-4

下段　女性用尺度上段　男性用尺度

標準得点 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

段　階 ⅡⅠ ⅣⅢ Ⅴ

素　点

11 1210 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

131210-11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48-50

1110 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48-50

16 171510-14 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

13121110 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49-50

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47-50

14

13

13

10-12

10-12 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47-50

20191810-17 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

27262510-24 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

19 201810-17 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

16 1710-15 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49-50

検査Aの段階Ⅳ・Ⅴ欄
検査AのⅣ・Ⅴ欄、検査BのⅣ・Ⅴ欄、検査CのⅠ・Ⅱ欄
（プロフィール上では網かけで示されている）につけ
られた○印の数を合計して総合評価点を算出します。

＋

検査　の段階Ⅳ・Ⅴ欄B

＋

検査　の段階Ⅰ・Ⅱ欄C

＝

総合評価点

標準得点 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

13

11

12

10

10-11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38-50

1110 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37-50

1110 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40-50

131210-11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39-50

C-1

C-2

C-3

C-4

下段　女性用尺度上段　男性用尺度

標準得点 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

段　階 ⅡⅠ ⅣⅢ Ⅴ

素　点

A-1

A-2

A-3

A-4

A-5

A-6

下段　女性用尺度上段　男性用尺度

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

段　階 ⅡⅠ ⅣⅢ Ⅴ

素　点

22

33

30

20

12

10

36

37

26

33

16

18

32

23

２ ３ ３ ８

と
向
か
っ
て
は
言
え
な
い
こ
と
も
あ
る
。

そ
れ
が
Ｏ
Ｓ
Ｉ
検
査
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、
結

果
に
表
れ
る
こ
と
で
、
現
状
を
周
囲（
同

期
や
人
事
）
に
言
え
る
よ
う
に
な
る
。
つ

ま
り
は
組
織
に
定
着
す
る
た
め
の
ス
ト
レ

ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
な
が
る
。（
本
人

側
の
メ
リ
ッ
ト
）

・�

キ
ャ
リ
ア
面
談
だ
け
で
は
見
過
ご
し
て
し

ま
い
そ
う
な
状
況
を
、
人
事（
研
修
担
当
）

が
気
づ
く
こ
と
が
で
き
、
人
事
部
や
職
場

と
連
携
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー

（
職
場
及
び
職
務
へ
の
定
着
）
が
行
え
る
。

（
会
社
側
の
メ
リ
ッ
ト
）

※�

人
事
部
や
職
場
と
連
携
を
と
る
際
は
、
必
ず

事
前
に
本
人
の
承
諾
を
得
た
。

・�

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
講
義
を
聞
く
際
、
Ｏ

Ｓ
Ｉ
導
入
前
は
、
聞
き
っ
ぱ
な
し
に
な
り

が
ち
で
あ
っ
た
が
、
導
入
後
は
、
自
分
の

こ
と
と
し
て
聞
け
、
納
得
感
も
高
ま
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
た
。（
本
人
・
会
社
双

方
の
メ
リ
ッ
ト
）

・�

15
～
20
分
程
度
で
回
答
で
き
る
の
で
、
研

修
で
実
施
す
る
に
は
使
い
勝
手
が
よ
い

し
、
そ
の
場
で
自
己
採
点
す
る
こ
と
で
自

己
理
解
が
促
さ
れ
る
の
で
、
意
識
が
高
ま

る
。（
会
社
側
の
メ
リ
ッ
ト
）

５　

あ
る
受
講
者
の
事
例

① 

研
修
前
の
キ
ャ
リ
ア
面
談
時
に
は
、
特
段

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な

か
っ
た
営
業
の
Ａ
社
員（
男
性
）の
事
例

Ｏ
Ｓ
Ｉ
で
は
14
項
目
の
う
ち
８
項
目
が
グ

レ
ー
ゾ
ー
ン
に
該
当
し（
Ａ
―

２
、
Ａ
―

３
、
Ｂ

―

１
、
Ｂ
―

２
、
Ｂ
―

４
、
Ｃ
―

１
、
Ｃ
―

２
、
Ｃ
―

４
）、
結
果
を
見
る
こ
と
で
、
Ａ
社
員
は
自
分

の
ス
ト
レ
ス
状
況
に
気
づ
い
た（
う
ま
く
い
か

な
い
こ
と
は
、
す
べ
て
自
分
の
せ
い
に
し
が

図表 A 社員のプロフィール
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OSI 職業ストレス検査を活用した
管理職研修の事例

１　

ス
ト
レ
ス
把
握
の
難
し
さ
と

　

可
視
化
ツ
ー
ル
Ｏ
Ｓ
Ｉ

２
０
１
５
年
12
月
よ
り
、
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
制
度
が
施
行
さ
れ
た
。
国
が
主
導

し
て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
義
務
化
す
る
の

は
、
世
界
初
と
い
わ
れ
る
。
精
神
障
害
に
関

わ
る
労
災
認
定
件
数
と
そ
れ
に
伴
う
自
殺
者

数
が
２
０
１
４
年
に
過
去
最
多
を
示
し
、
今

や
日
本
の
職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
は
、待
っ
た
な
し
の
状
態
な
の
で
あ
る
。

今
の
自
分
に
か
か
っ
て
い
る
心
理
的
負
荷

は
ど
の
程
度
か
？　

こ
の
ス
ト
レ
ス
状
況
を

正
確
に
把
握
す
る
の
は
、
容
易
で
は
な
い
。

「
大
切
な
も
の
は
、
目
に
見
え
な
い
ん
だ
よ
」

と
い
っ
た
の
は
、
サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
著

『
星
の
王
子
さ
ま
』
だ
っ
た
が
、
心
が
目
に

見
え
な
い
存
在
な
の
と
同
様
、ス
ト
レ
ス
も
、

目
に
見
え
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

ス
ト
レ
ス
は
、
生
き
て
い
る
限
り
常
に
あ

り
、
成
長
や
生
き
が
い
の
要
因
に
も
な
り
え

る
。
大
切
な
の
は
、
ス
ト
レ
ス
と
ど
う
付
き

合
う
か
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
人
の

健
康
度
や
幸
福
感
も
違
っ
て
く
る
。
こ
の
ス

ト
レ
ス
を
、
見
え
る
も
の
と
し
て
示
し
て
く

れ
る
有
力
な
ツ
ー
ル
が
、
Ｏ
Ｓ
Ｉ
で
あ
る
。

こ
の
Ｏ
Ｓ
Ｉ
を
活
用
す
れ
ば
、
①
ス
ト
レ
ス

源
、
②
ス
ト
レ
ス
反
応
、
③
ス
ト
レ
ス
対
処

行
動
、
こ
れ
ら
が
鮮
や
か
に
、
か
つ
詳
細
に

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
だ
。

こ
の
Ｏ
Ｓ
Ｉ
等
の
可
視
化
す
る
も
の
が
な

け
れ
ば
、
自
ら
の
ス
ト
レ
ス
状
況
と
そ
の
危

険
度
を
正
確
に
把
握
す
る
の
は
、
誰
に
と
っ

て
も
難
し
い
。
わ
た
し
に
も
、
そ
の
シ
リ
ア

ス
な
体
験
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
２
０
１
１
年

３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

へ
、
支
援
に
赴
い
た
時
の
こ
と
だ
っ
た
。

震
災
直
後
の
５
月
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
内

の
県
立
高
校
へ
滞
在
支
援
を
行
っ
て
い
る
途

中
で
、
心
身
の
不
調
に
悩
ま
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
支
援
に
入
っ
て
２
カ
月
が
た
っ
た
頃
だ

ろ
う
か
？　

ま
ず
疲
れ
切
っ
て
い
る
は
ず
な

の
に
、
夜
う
ま
く
眠
れ
ず
困
っ
た
。
ま
た
、

革
靴
が
履
け
な
く
な
っ
た
。革
靴
で
歩
く
と
、

体
が
痛
く
て
歩
け
な
い
の
で
あ
る
。
だ
る
さ

や
息
苦
し
さ
も
常
に
あ
り
、
何
事
も
億
劫
で

楽
し
め
ず
、
否
定
的
な
思
い
に
囚
わ
れ
る
よ

う
に
も
な
っ
て
い
た
。

こ
こ
に
至
っ
て
、
う
つ
状
態
を
呈
し
て
い

た
の
は
明
ら
か
だ
っ
た
。
支
援
活
動
で
相
当

な
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

家
を
津
波
で
流
さ
れ
、
愛
着
あ
る
街
並
み
も

消
え
、
肉
親
や
大
切
な
人
も
喪
っ
た
現
地
の

高
校
生
と
先
生
と
そ
の
家
族
た
ち
。
か
れ
ら

へ
の
モ
ー
ニ
ン
グ
ワ
ー
ク
を
伴
う
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
続
け
る
中
、
想
像
以
上
の
多
大
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
吸
い
取
ら
れ
て
い
っ
た
の
だ

と
思
う
。
自
分
が
倒
れ
て
は
迷
惑
が
か
か
る

と
考
え
、
心
身
の
異
変
に
気
付
い
た
後
は
、

必
要
な
支
援
活
動
以
外
、
極
力
宿
舎
で
の
休

息
に
専
念
し
た
。

こ
の
時
Ｏ
Ｓ
Ｉ
で
測
定
し
た
ら
、
高
ス
ト

レ
ス
者
と
間
違
い
な
く
評
価
さ
れ
て
い
た
だ

ろ
う
。
自
分
自
身
が
臨
床
心
理
を
生
業
と
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
た
ま
た
ま
破
綻
が
来
る

前
に
自
覚
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
も
し
、「
現

地
の
人
の
大
変
さ
に
比
べ
れ
ば
、」
等
と
考

え
、
同
じ
生
活
構
造
を
続
け
て
い
っ
た
な
ら

ば
、
間
違
い
な
く
発
症
し
て
い
た
と
思
う
。

２　

管
理
職
研
修
で
Ｏ
Ｓ
Ｉ
を
活
用

自
ら
の
ス
ト
レ
ス
に
気
付
き
、
そ
の
対
処

を
適
切
に
行
っ
て
、
メ
ン
タ
ル
不
調
に
陥

ら
ず
、
心
身
と
も
健
康
な
状
態
を
保
ち
、
生

き
生
き
と
し
た
職
場
づ
く
り
に
励
ん
で
も
ら

い
た
い
、
そ
の
思
い
で
、
東
京
都
内
の
医

療
法
人
財
団
で
、
Ｏ
Ｓ
Ｉ
を
活
用
し
た
管

理
職
研
修
を
実
施
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
は
、

２
０
１
４
年
７
月
だ
っ
た
。

当
該
医
療
法
人
財
団
は
、「
住
み
慣
れ
た

地
域
の
中
で
、
高
齢
者
と
そ
の
家
族
の
生
活

を
支
援
し
た
い
」
と
い
う
医
師
で
も
あ
る
創

立
者
の
強
い
信
念
の
下
、
40
年
近
く
地
域
に

貢
献
し
て
き
た
法
人
で
あ
る
。
そ
の
理
念
に

共
鳴
し
、
人
間
性
あ
ふ
れ
る
職
員
に
も
親
近

感
を
覚
え
つ
つ
、
職
員
研
修
と
職
員
相
談
と

を
担
当
し
て
き
た
。

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
中
、
ド
ク
タ
ー
や
看
護
師

は
じ
め
介
護
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法

士
、
言
語
聴
覚
士
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
職

員
を
抱
え
、
今
や
６
０
０
名
強
の
職
員
を
抱

え
る
組
織
に
成
長
発
展
し
た
。
こ
の
組
織
の

拡
大
に
伴
い
、
人
を
育
て
る
風
土
の
醸
成
と

人
材
の
定
着
が
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
向
上

と
合
わ
せ
て
、
重
要
な
課
題
だ
っ
た
。

そ
ん
な
状
況
の
中
、
人
事
部
よ
り「
管
理

職
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
を
」
と
の
要
請

を
受
け
た
。
担
当
者
と
話
し
合
っ
た
結
果
、

「
Ｏ
Ｓ
Ｉ
を
活
用
し
た
管
理
職
の
た
め
の
ス

ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
メ
イ
ン
タ
イ
ト

ル
に
、“
生
き
生
き
し
た
職
場
づ
く
り
は
こ

こ
か
ら
始
ま
る
”を
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
し
て
、

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

３　

Ｏ
Ｓ
Ｉ
活
用
の
管
理
職
研
修
の
狙
い

こ
の
管
理
職
研
修
で
は
、
心
の
健
康
増
進

を
目
的
で
行
う
一
方
、
部
下
育
成
の
意
識
啓

発
を
行
う
狙
い
も
あ
っ
た
。

こ
の
財
団
に
は
ほ
と
ん
ど
の
職
員
が
、
専

門
職
者
と
し
て
入
職
す
る
。
経
験
を
積
め
ば

プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
は
優
秀
な
人
材
に
な
っ

て
ゆ
く
。
し
か
し
、
後
輩
や
部
下
を
育
て
る

こ
と
は
、
ま
た
別
の
能
力
が
必
要
だ
。
優
れ

た
素
質
を
持
つ
新
人
の
存
在
は
、
同
じ
職
種

の
先
輩
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
と
っ
て
脅
威
に
な
る

こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
先
輩
は
後
輩
よ
り
で

臨床心理士　金屋光彦

まず
管理職自身の
ストレスマネジ

メントから
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減
方
法
も
聞
け
た
の
で
、
自
分
の
現
場
で
も

生
か
せ
る
と
思
っ
た
」

④
全
体
の
感
想
と
し
て
は

「
Ｏ
Ｓ
Ｉ
、
生
き
生
き
し
た
職
場
づ
く
り

な
ど
、
演
習
を
交
え
た
研
修
で
わ
か
り
や

す
か
っ
た
」、「
快
適
な
職
場
実
現
の
た
め
、

意
識
し
て
ス
ト
レ
ス
と
向
き
合
い
、
改
善
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
た
」、「
一
次
予
防
の

大
切
さ
を
実
感
し
た
。周
囲
に
も
気
を
配
り
、

共
に
対
処
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
」、「
元

気
に
な
れ
た
」

⑤
今
後
の
課
題
と
し
て
は

「
全
職
員
に
実
施
し
、
職
業
別
部
署
別
な

ど
の
デ
ー
タ
を
出
し
て
み
る
こ
と
が
良
い
と

思
っ
た
」、「
職
場
内
で
全
員
で
実
施
し
て

み
た
い
と
思
っ
た
」、「
結
果
の
自
己
分
析

が
難
し
い
の
で
、
専
門
家
か
ら
き
ち
ん
と
ア

ド
バ
イ
ス
が
ほ
し
い
と
思
っ
た
」

こ
の
研
修
で
高
ス
ト
レ
ス
状
態
に
気
付
い

た
職
員
数
人
が
、
私
が
担
当
す
る
職
員
相
談

を
利
用
し
た
。
最
初
か
ら
医
師
面
談
に
行
く

の
で
は
な
く
、
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
の
臨
床

心
理
士
や
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
ま
ず
相
談

す
る
こ
と
が
、
Ｏ
Ｓ
Ｉ
や
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
検
査
活
用
で
、
一
番
無
理
が
な
く
、
か
つ

必
要
な
流
れ
だ
と
感
じ
た
。

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ス
ト
レ
ス
は
目

に
見
え
な
い
。
強
い
心
理
的
負
荷
の
か
か
っ

た
高
ス
ト
レ
ス
状
態
が
続
く
と
、
い
つ
か
ホ

メ
オ
ス
タ
シ
ス
が
機
能
し
な
く
な
り
、
人
は

病
に
陥
る
。
そ
の
破
綻
を
未
然
に
防
ぐ
制
度

が
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
で
あ
り
、
そ
の
有
力

な
ツ
ー
ル
が
Ｏ
Ｓ
Ｉ
で
あ
る
。

今
後
も
こ
の
普
及
と
活
用
が
広
が
り
、
働

く
人
た
ち
の
心
が
生
き
生
き
と
し
、
エ
ン

ジ
ョ
イ
ワ
ー
カ
ー
が
全
国
各
地
に
増
え
て
い

く
こ
と
を
、
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

て
い
る
問
題
点
が
見
え
た
」、「
Ｏ
Ｓ
Ｉ
の

記
入
項
目
に
、“
は
っ
”
と
す
る
時
が
あ
っ

た
」、「
ス
ト
レ
ス
の
対
処
法
は
得
意
だ
と

思
っ
て
い
た
が
、
そ
う
で
も
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
」、「
ス
ト
レ
ス
傾
向
が
わ
か
っ
た

の
で
、
対
処
方
法
も
考
え
や
す
く
な
っ
た
」、

「
Ｏ
Ｓ
Ｉ
の
結
果
か
ら
、
改
善
し
て
い
く
部

分
を
積
極
的
に
行
い
た
い
と
思
っ
た
」

③「
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
」や「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」

を
体
験
し
て
の
感
想
は

「
面
談
、
面
接
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
し
て
、

傾
聴
の
姿
勢
を
大
事
に
し
た
い
と
思
っ
た
」、

「
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
で
自
分
の
ス
ト
レ
ス

を
言
葉
に
す
る
こ
と
で
、
解
放
さ
れ
た
気
が

し
た
」、「
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
ゲ
ー
ム
や

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
他
の
人
に
自
分
の
悩
み

や
気
持
ち
の
内
を
聴
い
て
も
ら
っ
て
、
す
っ

き
り
し
た
。
話
が
通
じ
る
の
で
共
有
で
き

た
」、「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
さ
ま
ざ
ま
な

部
署
の
人
た
ち
と
話
が
で
き
、
ス
ト
レ
ス
軽

害
関
係
の
な
い
者
同
士
、
日
頃
会
わ
な
い
人

同
士
が
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
な
る
よ
う
に
、
グ

ル
ー
プ
分
け
を
工
夫
し
た
。

管
理
職
と
は
何
か
？　

そ
の
意
識
と
役
割

を
考
え
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
一
次
予
防

を
重
視
し
た
最
近
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
傾
向

や
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
法
制
化
も

お
伝
え
し
た
。
そ
し
て
、
Ｏ
Ｓ
Ｉ
を
活
用
し

な
が
ら
、
ど
う
組
織
を
生
き
生
き
し
た
場
に

す
る
か
、
メ
ン
タ
ル
不
調
者
を
生
ま
な
い
快

適
な
職
場
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
Ｐ
Ｐ
の

画
面
で
説
明
し
な
が
ら（
図
参
照
）、
Ｏ
Ｓ

Ｉ
の
実
施
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
。

５　

Ｏ
Ｓ
Ｉ
活
用
の
管
理
職
研
修
の
評
価

こ
の
管
理
職
研
修
の
終
了
後
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
が
人
事
部
で
集
計
さ
れ
た
。
そ
の
中

で
、「
本
日
の
研
修
内
容
は
理
解
で
き
ま
し

た
か
？
」
の
問
い
に
、
受
講
者
40
名
中
39
名

が
Ｙ
Ｅ
Ｓ（
97
・
５
％
）
と
答
え
、「
今
後
の

業
務
に
生
か
せ
ま
す
か
？
」
の
問
い
に
、
36

人
が
Ｙ
Ｅ
Ｓ（
90
％
）と
回
答
し
た
。

受
講
者
の
具
体
的
感
想
は
以
下
の
通
り
。

①「
講
義
内
容
」に
関
し
て
は
、

「
印
象
に
残
る
言
葉
が
沢
山
あ
り
、
よ
い

気
付
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
」、「
部
下

か
ら
話
し
か
け
ら
れ
た
ら
、
ま
ず
手
を
休
め

よ
う
と
思
っ
た
」、「
理
想
の
上
司
像
を
具

体
化
で
き
た
」、「
具
体
例
が
話
の
中
の
各

所
に
出
て
い
た
の
で
良
か
っ
た
」、「
個
々

の
価
値
観
を
考
慮
し
て
、
業
務
を
任
せ
る
な

ど
の
配
慮
が
必
要
だ
と
思
っ
た
」、「
部
下

の
不
調
に
も
気
付
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

思
っ
た
」

②「
個
人
ワ
ー
ク
」（
Ｏ
Ｓ
Ｉ
の
実
施
）
で
の

感
想
で
は

「
自
分
の
ス
ト
レ
ス
を
可
視
化
で
き
る
こ

と
で
、
現
在
の
自
分
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
」、「
Ｏ
Ｓ
Ｉ
を
実
施
し
て
、
現
在
抱
え

き
て
当
た
り
前
と
い
う
意
識
も
、
人
材
育
成

に
は
邪
魔
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

専
門
職
者
と
し
て
初
め
て
人
の
上
に
立
っ

た
時
、
人
を
育
て
る
大
変
さ
と
管
理
の
難
し

さ
を
感
じ
な
い
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
誰
も

が
、
そ
の
ス
ト
レ
ス
の
大
き
さ
を
思
い
知
る

こ
と
に
な
る
。
自
分
で
や
っ
た
ほ
う
が
速
く

正
確
に
で
き
る
の
で
、
つ
い
自
分
で
や
っ
て

し
ま
う
上
司
も
少
な
く
な
い
。
が
、
そ
れ
で

は
、
人
は
育
た
な
い
。

一
方
、
組
織
側
の
育
成
評
価
の
姿
勢
も
重

要
だ
。
人
を
育
て
る
仕
事
を
高
く
評
価
し
、

そ
の
実
績
が
あ
っ
た
者
を
、
昇
進
や
報
酬
で

厚
く
報
い
る
シ
ス
テ
ム
も
不
可
欠
で
あ
る
。

い
つ
ま
で
も
専
門
職
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
い
た
が

る
人
た
ち
に
、
新
た
な
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
意

欲
を
感
じ
さ
せ
る
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
明
確
な

形
で
示
し
、
人
が
育
つ
プ
レ
イ
ン
グ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
な
っ
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

４　

Ｏ
Ｓ
Ｉ
を
活
用
し
た

　

管
理
職
研
修
の
実
際

管
理
職
に
は
、
部
下
の
育
成
と
同
時
に
ス

ト
レ
ス
レ
ベ
ル
の
把
握
も
求
め
ら
れ
る
。
そ

れ
は
、
メ
ン
タ
ル
不
調
の
未
然
防
止
を
可
能

に
し
、
ラ
イ
ン
ケ
ア
や
安
全
配
慮
義
務
の
点

か
ら
も
重
要
な
側
面
と
な
る
。

部
下
の
ス
ト
レ
ス
把
握
に
は
、
ま
ず
自
分

自
身
の
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
で
き
る

こ
と
が
先
決
だ
、
と
の
考
え
か
ら
こ
の
研
修

は
ス
タ
ー
ト
し
た
。

所
要
時
間
は
３
時
間
、
参
加
者
は
40
名
、

５
名
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、①「
講
義
」、

②「
個
人
ワ
ー
ク
」、③「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」

の
３
種
類
で
メ
リ
ハ
リ
あ
る
構
成
と
し
た
。

管
理
職
対
象
と
は
い
っ
て
も
、
具
体
的
に

は
科
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
科
長
か
ら
、
課
長
、

係
長
、主
任
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
た
。

新
た
な
発
想
や
気
づ
き
の
促
進
を
狙
い
、
利

ＯＳＩの活用による循環モデル　目指すもの
従業員のストレスと対処行動の理解

職場部署ごとの環境ストレスの評価

社員のストレス軽減と
組織風土の改善が
促進される

ＯＳＩの実施
改善策の実行
働きやすい職場
環境創出のための
さまざまな方策

「快適な職場」
実現

メンタルヘルス増進 メンタルヘルス不調者⇨ゼロ

管理職のマネジメントスキルの向上

全社員のストレス対処行動の向上

職場の雰囲気が明るく活気づく

生産性向上・業績UP

図
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A 職業役割検査

■OSI職業ストレス検査の尺度
OSIは、職業生活で生じるストレスの原因や状態、対処方法をチェックするＡ、Ｂ、Ｃの3検査からなっています。

仕事や職場において、個人が感じるストレス状況の性質と強度を測定するもので、
6つの下位尺度からなっています。

役割過重感尺度
この得点が高い場合、仕事の負担が質量ともに増大し、それに対応するために必要な手段や情報などの支援が少ないことを示し、
低い場合には仕事の負担が適切なことを示す。

A-1

役割に対する不十分感尺度
この得点が高い場合、自分の技能・技術と仕事がうまく合わず、自分の能力不足の状態、あるいは退屈で役不足の状態であることを示し、
低い場合には能力と仕事がうまく合っていることを示す。
役割の曖昧感尺度
この得点が高い場合、仕事上で自分に何が期待され、どのように評価されているのかがわからず、仕事上の役割が曖昧であることを示し、
低い場合には仕事上の役割が明確であることを示す。
役割区分の不明瞭感尺度
この得点が高い場合、上司や他者からの指示や命令に食い違いが多く、仕事の責任範囲がはっきりしていないことを示し、
低い場合にはそれが少ないことを示す。
責任度尺度
この得点が高い場合、部下や同僚への仕事上の責任が必要以上に大きく、本来もつ必要のない責任まで負わされていることを示し、
低い場合には、適切な範囲の責任であることを示す。
物理的環境尺度
この得点が高い場合、騒音、ほこり、温熱、不快臭、または不規則な勤務時間など職場の物理的労働条件が厳しいことを示し、
低い場合には、厳しくないことを示す。

A-6

B ストレス反応検査 仕事や職場において、ストレス状況に対する個人のストレス反応の性質や強度を測定するもので、
4つの下位尺度からなっています。

職業的ストレス反応尺度
この得点が高い場合、職務の遂行がうまくいっておらず、仕事の停滞、仕事への嫌悪感、退屈感や興味の低下、また仕事上のミスや
トラブルが起きがちなことを示し、低い場合は仕事にやりがいを感じ、職務の遂行がうまくいっていることを示す。

B-1

心理的ストレス反応尺度
この得点が高い場合、ゆううつ感、不安感、いらいら気分が強くなっていることを示し、
低い場合には、心理的安定感があることを示す。

B-2

対人的ストレス反応尺度
この得点が高い場合、夫婦、家族、友人や仲間などとのいさかいの増加、あるいはそれらの人への過度な依存を示し、
いわば対人関係がうまくいかなくなっている傾向を意味し、低い場合には対人関係が良好なことを示す。

B-3

身体的ストレス反応尺度
この得点が高い場合、風邪、頭痛、胃痛、体重の変動、不眠や脱力感など種々の身体的症状があり、健康上の問題を生じていることを示し、
低い場合には身体的な健康状態がよいことを示す。

B-4

C ストレス対処検査 職業、家庭、個人生活において遭遇する問題に対して、個人が利用できるさまざまな対処法の程度、または
ストレスを軽くするための生活態度・健康習慣を測定するもので、4つの下位尺度からなっています。

レクリエーション尺度
この得点が高い場合、自由時間をうまく活用し、いろいろな余暇活動を行い、くつろぎや楽しみを得ていることを示し、
低い場合には余暇の過ごし方がまずいことを示す。

C-1

健康管理尺度
この得点が高い場合、定期的な運動、十分な睡眠、適切な食事の習慣をもち、タバコやアルコールを避けるなど、
自己の健康管理を積極的に行っていることを示し、低い場合には自己の健康管理が不適切、不十分なことを示す。

C-2

ソーシャル・サポート尺度
この得点が高い場合、自分の身の回りに必要なときに手助けしてくれたり、評価してくれる人たちがいることを示し、
低い場合にはそのような支援者が期待できず、人的資源が乏しいことを示す。

C-3

論理的対処尺度
この得点が高い場合、問題解決には体系的な方法で対処し、ポイントの把握や仕事の優先度が的確であるなど、
状況の判断や処理方法が巧みであることを示し、低い場合には仕事関連の状況的な処理方法がまずいことを示す。

C-4

A-2

A-3

A-4

A-5
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OSI 職業ストレス検査の
結果の見方と
サポートのヒント

改
正
労
働
安
全
衛
生
法
で
義
務
化
さ
れ
た
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
は
、
働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
に
、
労
働
者
本
人
と
企
業
等
の
組
織
が
ま
ず
ス
ト
レ
ス
に

つ
い
て
の
現
状
を
把
握
し
、
評
価
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
、
効
果
的
に
生
か
す
た
め
に

は
、
そ
の
結
果
を
正
し
く
理
解
し
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

Ｏ
Ｓ
Ｉ
職
業
ス
ト
レ
ス
検
査
は
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
と
し

て
全
社
員
へ
の
利
用
も
で
き
ま
す
が
、
高
ス
ト
レ
ス
者
の
支
援
、

研
修
で
の
利
用
等
に
も
有
効
な
ツ
ー
ル
で
す
。職
業
人
と
し
て
、

積
極
的
な
意
味
で
の「
よ
り
健
康
に
働
く
」
こ
と
の
き
っ
か
け

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
は
、「
職
業
ス
ト
レ
ス
原
因
」「
ス
ト
レ
ス

対
処
」「
ス
ト
レ
ス
反
応
」
の
状
態
が
表
れ
ま
す
が
、
そ
の
三
者

は
相
互
に
関
連
し
あ
う
複
合
的
な
も
の
で
す
。
産
業
保
健
ス

タ
ッ
フ
等
の
支
援
者
が
そ
れ
を
理
解
し
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
表

れ
た
結
果
を
的
確
に
解
釈
し
、
面
談
等
の
場
面
で
本
人
と
共
有

し
な
が
ら
、
職
場
環
境
や
職
業
生
活
に
つ
い
て
気
づ
き
を
得
た

り
、
今
後
の
働
き
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
い
か

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
Ｏ
Ｓ
Ｉ
の
５
０
０
件
以
上
の
実
施
事
例
に
基
づ
き

類
型
化
し
た
、
代
表
的
な
結
果
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
８
パ
タ
ー
ン
を

取
り
上
げ
、
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
等
の
支
援
者
が
労
働
者
個
人

と
の
面
談
を
す
る
際
の
、
Ｏ
Ｓ
Ｉ
の
結
果
の
見
方
と
本
人
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
し
た
。

同
じ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
で
も
、
社
会
人
歴
や
本
人
の
考
え
方
、

性
格
、
ま
た
職
場
環
境
や
場
面（
繁
忙
期
、
閑
散
期
、
直
近
の

異
動
や
転
職
等
）に
よ
り
結
果
の
見
方
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
が
、

こ
れ
ら
を
一
つ
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
お
役
立
て
い
た
だ
き
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

職業ストレス原因 ストレス対処 ストレス反応

役割ストレス（タイプ）
　役割過重感
　役割不十分感
　役割の曖昧感
　役割区分の不明瞭感
　責任度
　物理的環境

資　源
　レクリエーション
　セルフケア
　ソーシャル・サポート
　合理的／認知的

タイプ
　職業的
　心理的
　対人的
　身体的

役割ストレス（程度）
　頻　度
　強　度
　持続期間

個人差
　パーソナリティ
　年　齢
　性
　民　族
　過去の諸経験

程　度
　頻　度
　強　度
　期　間
　浸透性
　崩壊性

図　職業ストレス原因、ストレス対処とストレス反応のモデル（Osipow & Spokane, 1983）

検査 A 検査 C 検査 B
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る
。
こ
の
数
値
が
高
い
場
合
、
多
く
の
人
が「
自

分
は
よ
く
人
か
ら
仕
事
を
頼
ま
れ
る
」
と
表
現
す

る
。
そ
の
状
況
に
つ
い
て
詳
細
に
聞
き
取
っ
て
み

る
と
、
相
手
を
優
先
す
る
あ
ま
り
、
実
は
頼
ま
れ

た
仕
事
を
断
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
コ
メ

ン
ト
も
多
く
聞
く
。
ま
た
、
他
者
の
仕
事
の
遅
れ

を
気
に
し
て
自
ら
仕
事
を
手
伝
う
と
い
っ
た
パ

タ
ー
ン
も
見
ら
れ
る
。

こ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
上
手
に
対
応
し
て
い
て

乗
り
越
え
て
い
る
が
、
こ
う
い
っ
た
働
き
方
を
繰

り
返
す
中
で
、
次
第
に
仕
事
の
負
担
が
増
加
し
、

上
手
に
対
応
で
き
な
い
と
疲
労
を
蓄
積
さ
せ
る
場

合
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
ス
ト
レ
ス
状
態（
検
査

B
）
の「
対
人
的
ス
ト
レ
ス
反
応
尺
度
」
Ｂ
―

３
の

値
が
高
く
な
る
、
つ
ま
り「
断
れ
な
い
」な
ど
、
人

と
の
関
係
に
お
い
て
生
じ
た
疲
労
と
し
て
と
ら
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、「
対
人
的
ス
ト
レ
ス
反
応
尺
度
」
Ｂ
―

３

と
と
も
に「
身
体
的
ス
ト
レ
ス
反
応
尺
度
」
Ｂ
―

４

が
高
く
な
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
の
と
ら
え
方
に

つ
い
て
、
単
な
る
身
体
の
疲
労
と
だ
け
と
ら
え
る

の
は
危
険
で
あ
る
。
疲
労
を
超
え
て
身
体
症
状
が

出
現
し
た
際
、
医
学
的
所
見
は
見
ら
れ
な
い
の
に

身
体
症
状
が
治
ら
な
い
と
い
っ
た
状
況
に
陥
る
。

そ
の
た
め
、
ま
ず
、
心
の
疲
労
と
身
体
の
疲
労
が

密
接
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

ア
ド
バ
イ
ス
の
ポ
イ
ン
ト

職
場
で
起
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
向
き
合

い
、
責
任
感
を
持
っ
て
う
ま
く
対
応
し
て
こ
ら
れ

た
こ
と
を
評
価
す
る
。
職
業
人
と
し
て
の
経
験
が

長
い
方
で
あ
れ
ば
、
今
後
迎
え
る（
定
年
後
な
ど
）

生
活
の
転
換
期
に
つ
い
て
触
れ
、
仕
事
以
外
の
時

間
の
使
い
方
に
つ
い
て
興
味
が
持
て
る
よ
う
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
。　
　

一
方
、
職
業
人
と
し
て
の
経
験
が
短
い
方
で
あ

れ
ば
、
周
囲
の
働
き
ぶ
り
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
る

か
、
そ
れ
に
比
べ
、
一
人
責
任
感
を
持
っ
て
頑
張

り
過
ぎ
て
い
な
い
か
、
自
身
の
働
き
方
に
つ
い
て

振
り
返
っ
て
み
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

ど
ち
ら
の
場
合
に
も
今
後
も
体
調
を
維
持
し
な

が
ら
働
き
続
け
る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
働
き
方
を

す
れ
ば
負
担
が
か
か
ら
な
い
か
、
と
い
う
視
点
を

持
っ
て
改
善
策
を
考
え
る
よ
う
促
す
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

ストレス
対処の
達人

ストレスはあるがうまく対処できている、
ストレス対処に長けた人1

結
果
に
つ
い
て

ス
ト
レ
ス
原
因（
検
査
A
）、
ス
ト
レ
ス
状
態

（
検
査
B
）
の
数
値
は
全
体
的
に
低
く
、
問
題
は
見

ら
れ
な
い
。
職
場
環
境
に
対
す
る
不
満
は
少
な
く
、

組
織
の
中
で
の
立
場
や
役
割
を
意
識
し
た
働
き
方

が
で
き
て
い
る
。
ス
ト
レ
ス
対
処（
検
査
C
）が
高

い
値
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
少
の
問
題
を

抱
え
て
も
仕
事
や
生
活
の
中
で
う
ま
く
対
処
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

唯
一
着
眼
す
る
部
分
は
、
他
の
値
に
比
べ
て
高

い
値
を
示
し
て
い
る「
責
任
度
尺
度
」
Ａ
―

５
で
あ

A職業役割検査

Bストレス反応検査

ストレス対処検査C

総合評価

B-1

B-2

B-3

B-4

下段　女性用尺度上段　男性用尺度

標準得点 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

段　階 ⅡⅠ ⅣⅢ Ⅴ

素　点

11 1210 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

131210-11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48-50

1110 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48-50

16 171510-14 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

13121110 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49-50

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47-50

14

13

13

10-12

10-12 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47-50

20191810-17 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

27262510-24 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

19 201810-17 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

16 1710-15 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49-50

検査Aの段階Ⅳ・Ⅴ欄
検査AのⅣ・Ⅴ欄、検査BのⅣ・Ⅴ欄、検査CのⅠ・Ⅱ欄
（プロフィール上では網かけで示されている）につけ
られた○印の数を合計して総合評価点を算出します。

＋

検査　の段階Ⅳ・Ⅴ欄B

＋

検査　の段階Ⅰ・Ⅱ欄C

＝

総合評価点

標準得点 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

13

11

12

10

10-11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38-50

1110 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37-50

1110 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40-50

131210-11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39-50

C-1

C-2

C-3

C-4

下段　女性用尺度上段　男性用尺度

標準得点 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

段　階 ⅡⅠ ⅣⅢ Ⅴ

素　点

A-1

A-2

A-3

A-4

A-5

A-6

下段　女性用尺度上段　男性用尺度

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

段　階 ⅡⅠ ⅣⅢ Ⅴ

素　点

15

13

14

14

27

12

12

12

17

16

36

31

40

46

０ ０ ０ ０

Ａ―５

Ｂ―３

Ｂ―４
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な
ど
、
思
考
や
行
動
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
と
な
っ
て
い

る
可
能
性
が
高
い
。
人
に
よ
っ
て
は
す
で
に
体
調

を
崩
し
始
め
て
い
る
場
合
も
推
測
で
き
、
見
過
ご

せ
な
い
状
況
で
あ
る
。

ス
ト
レ
ス
原
因（
検
査
A
）で
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
に

入
る
項
目
は
な
い
も
の
の
、「
役
割
の
曖
昧
感
尺

度｣

Ａ
―

３
や「
役
割
区
分
の
不
明
瞭
感
」
Ａ
―

４

が
比
較
的
高
い
値
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
職

場
環
境
に
お
い
て
は
仕
事
を
進
め
る
う
え
で
問

題
と
な
る
こ
と
が
把
握
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
問

題
と
し
て
と
ら
え
る
視
点
の
ず
れ
な
ど
が
懸
念
さ

れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
多
少
の
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て

い
る
こ
と
が
予
測
で
き
る
。
異
動
に
よ
り
こ
れ
ま

で
と
は
異
な
る
業
務
に
戸
惑
っ
て
い
る
状
態
と
い

う
場
合
も
あ
る
。

ス
ト
レ
ス
状
態（
検
査
B
）は
す
べ
て
の
項
目
で

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
を
示
し
て
い
る
が
、
例
え
ば
、「
役

割
の
曖
昧
感
尺
度
」
Ａ
―

３
で
抱
え
る
問
題
が
解
決

で
き
ず
、「
職
業
的
ス
ト
レ
ス
反
応
尺
度
」
Ｂ
―

１

仕
事
の
遂
行
に
影
響
が
出
始
め
、「
対
人
的
ス
ト

レ
ス
尺
度｣

Ｂ
―

３
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
関

わ
っ
た
人
と
の
関
係
性
が
構
築
で
き
ず
、「
心
理

的
ス
ト
レ
ス
反
応
尺
度
」
Ｂ
―

２
心
理
的
負
荷
を

受
け「
身
体
的
ス
ト
レ
ス
反
応
尺
度
」
Ｂ
―

４
に
影

響
が
出
た
可
能
性
が
あ
る
、
と
順
序
立
て
て
考
え

る
こ
と
も
で
き
る
。
結
果
だ
け
を
漠
然
と
見
る
の

で
は
な
く
、
こ
の
状
態
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

を
丁
寧
に
振
り
返
る
必
要
性
が
あ
る
。

ア
ド
バ
イ
ス
の
ポ
イ
ン
ト

ス
ト
レ
ス
状
態（
検
査
B
）
が
高
い
こ
と
を
伝

え
、
仕
事
以
外
の
ス
ト
レ
ス
原
因
が
潜
ん
で
い
る

か
も
し
れ
な
い
の
で
、
家
庭
や
個
人
生
活
に
つ
い

て
も
触
れ
、
原
因
を
探
索
し
て
み
る
。
問
題
に
つ

い
て
う
ま
く
表
現
で
き
な
か
っ
た
り
ま
と
ま
ら
な

か
っ
た
場
合
、
質
問
紙
を
利
用
し
て
自
分
の
問
題

に
該
当
す
る
よ
う
な
質
問
文
は
な
い
か
確
認
す

る
。ま

た
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
尺
度
」
Ｃ
―

３

は
高
く
、
周
囲
の
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
は
あ
る
と

感
じ
て
い
る
様
子
だ
が
、
問
題
の
解
決
に
つ
い
て

整
理
で
き
る
よ
う
な
資
源
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を

伝
え
る
。
す
で
に
体
調
に
影
響
が
出
て
い
る
場
合

は
医
療
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
へ
の
連
携
も
行
う
。

お疲れ
予備軍
の人

何とか日々を回しているが、
実はギリギリの状態2

結
果
に
つ
い
て

ス
ト
レ
ス
原
因（
検
査
A
）の
数
値
は
全
体
的
に

低
く
、
職
場
に
対
す
る
不
満
や
問
題
意
識
は
少
な

い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、ス
ト
レ
ス
反
応（
検

査
B
）
は
高
い
値
を
示
し
、
す
べ
て
グ
レ
ー
ゾ
ー

ン
に
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
ス
ト
レ
ス
対
処

（
検
査
C
）
も
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
に
入
る
項
目
が
出

て
お
り
、「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
尺
度
」
Ｃ
―

１
余

暇
を
楽
し
む
余
裕
が
減
少
す
る
、「
論
理
的
尺
度
」

Ｃ
―

４
仕
事
を
す
る
自
分
へ
の
評
価
も
低
下
す
る

A職業役割検査

Bストレス反応検査

ストレス対処検査C

総合評価

B-1

B-2

B-3

B-4

下段　女性用尺度上段　男性用尺度

標準得点 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

段　階 ⅡⅠ ⅣⅢ Ⅴ

素　点

11 1210 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

131210-11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48-50

1110 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48-50

16 171510-14 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

13121110 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49-50

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47-50

14

13

13

10-12

10-12 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47-50

20191810-17 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

27262510-24 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

19 201810-17 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

16 1710-15 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49-50

検査Aの段階Ⅳ・Ⅴ欄
検査AのⅣ・Ⅴ欄、検査BのⅣ・Ⅴ欄、検査CのⅠ・Ⅱ欄
（プロフィール上では網かけで示されている）につけ
られた○印の数を合計して総合評価点を算出します。

＋

検査　の段階Ⅳ・Ⅴ欄B

＋

検査　の段階Ⅰ・Ⅱ欄C

＝

総合評価点

標準得点 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

13

11

12

10

10-11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38-50

1110 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37-50

1110 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40-50

131210-11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39-50

C-1

C-2

C-3

C-4

下段　女性用尺度上段　男性用尺度

標準得点 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

段　階 ⅡⅠ ⅣⅢ Ⅴ

素　点

A-1

A-2

A-3

A-4

A-5

A-6

下段　女性用尺度上段　男性用尺度

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

段　階 ⅡⅠ ⅣⅢ Ⅴ

素　点

20

26

25

27

24

13

41

44

42

40

25

30

37

28

０ ４ １ ５

Ｂ―２

Ｂ―３
Ｂ―４

Ａ―４

Ｂ―１

Ａ―３

Ｃ―１

Ｃ―４
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（
検
査
C
）
の
数
値
も
高
い
値
を
示
し
、
日
常
生
活

を
送
る
う
え
で
も
問
題
ら
し
い
も
の
は
見
当
た
ら

な
い
。

唯
一
突
出
し
て
い
る「
役
割
に
対
す
る
不
十
分

感
尺
度
」
Ａ
―

２
は
、
仕
事
に
対
す
る
役
不
足
と

解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る（
他
の
項
目
も
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
に
達
し
て
い
る
場
合
、
能
力
不
足
と
感
じ

て
い
る
解
釈
に
な
る
）。
具
体
的
に
は「
も
う
少
し

自
分
に
仕
事
を
与
え
て
ほ
し
い
、
も
う
少
し
ス
キ

ル
の
高
い
仕
事
が
で
き
る
は
ず
」
と
思
っ
て
い
る

可
能
性
が
予
測
で
き
る
。

一
方
で
、
周
囲
か
ら
こ
の
状
況
を
見
る
と
、
仕

事
量
そ
の
も
の
が
少
な
い
、
仕
事
の
や
り
方
を
め

ぐ
っ
て
思
考
錯
誤
が
続
い
て
い
る
、
現
状
で
は
業

務
振
り
分
け
が
う
ま
く
で
き
て
い
な
い
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
を
抱
え
た
職
場
環
境
で
あ
る
こ
と

も
予
測
で
き
る
。
ま
た
、
本
人
の
仕
事
を
こ
な
す

ス
ピ
ー
ド
が
周
囲
よ
り
も
速
く
、
本
人
だ
け
が
役

不
足
と
感
じ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、

本
人
以
上
に
周
囲
が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
場

合
も
考
え
ら
れ
る
。

ア
ド
バ
イ
ス
の
ポ
イ
ン
ト

役
不
足
と
感
じ
る
ほ
ど
仕
事
の
対
処
ス
キ
ル
が

高
く
、
同
僚
や
上
司
の
助
け
を
必
要
と
し
な
い
の

で
周
囲
か
ら
孤
立
し
が
ち
で
あ
る
。
仕
事
を
し
た

い
気
持
ち
は
評
価
で
き
る
が
、
周
囲
の
状
況
を
冷

静
に
見
極
め
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
現
在
の
職

場
環
境
の
状
況
を
分
析
し
、
普
段
取
り
組
め
な
い

こ
と
に
時
間
を
か
け
る
な
ど
、
空
き
時
間
の
活
用

も
ス
キ
ル
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
。

ま
た
、
自
分
一
人
で
考
え
過
ぎ
ず
、
周
囲
や
上

司
に
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
も
必
要
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
る
。
定
期
的
に
行
わ
れ
る
ヒ
ア

リ
ン
グ
な
ど
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
で
伝
え
る
方
法
も

あ
る
。
そ
の
際
は
、
漠
然
と
し
た
不
満
で
は
な
く
、

建
設
的
な
提
案
が
で
き
る
よ
う
に
、
困
っ
て
い
る

こ
と
を
具
体
的
に
伝
え
る
よ
う
、
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
。

もっと
仕事が

欲しい人

一見、問題はなさそうだが、実は
本人も周囲もストレスを感じている3

結
果
に
つ
い
て

ス
ト
レ
ス
原
因（
検
査
A
）
の
中
で
は
、「
役
割

に
対
す
る
不
十
分
感
尺
度
」
Ａ
―

２
が
突
出
し
て

高
い
値
を
示
し
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
に
達
し
て
い
る
。

他
の
項
目
は
お
お
む
ね
不
満
を
感
じ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
職
場
環
境
そ
の
も
の
へ
の
不
満
は
感
じ

て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
反

応（
検
査
B
）
も
全
体
的
に
低
い
値
を
示
し
て
お

り
、
特
段
問
題
は
見
ら
れ
な
い
。
ス
ト
レ
ス
対
処

A職業役割検査

Bストレス反応検査

ストレス対処検査C

総合評価

B-1

B-2

B-3

B-4

下段　女性用尺度上段　男性用尺度

標準得点 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

段　階 ⅡⅠ ⅣⅢ Ⅴ

素　点

11 1210 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

131210-11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48-50

1110 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48-50

16 171510-14 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

13121110 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49-50

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47-50

14

13

13

10-12

10-12 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47-50

20191810-17 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

27262510-24 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

19 201810-17 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

16 1710-15 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49-50

検査Aの段階Ⅳ・Ⅴ欄
検査AのⅣ・Ⅴ欄、検査BのⅣ・Ⅴ欄、検査CのⅠ・Ⅱ欄
（プロフィール上では網かけで示されている）につけ
られた○印の数を合計して総合評価点を算出します。

＋

検査　の段階Ⅳ・Ⅴ欄B

＋

検査　の段階Ⅰ・Ⅱ欄C

＝

総合評価点

標準得点 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

13

11

12

10

10-11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38-50

1110 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37-50

1110 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40-50

131210-11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39-50

C-1

C-2

C-3

C-4

下段　女性用尺度上段　男性用尺度

標準得点 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

段　階 ⅡⅠ ⅣⅢ Ⅴ

素　点

A-1

A-2

A-3

A-4

A-5

A-6

下段　女性用尺度上段　男性用尺度

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

段　階 ⅡⅠ ⅣⅢ Ⅴ

素　点

■プロフィール

年齢

性別
氏名実　施

年月日
男　・　女

歳
番号 年　　　月　　　日

17

34

26

27

23

14

20

19

20

21

37

31

36

41

1 ０ ０ 1

　　   　11　  20 雇用 太郎
34

○
上の100mm移動

Ａ―２
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は「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
尺
度
」
Ｃ
―

１
や「
ソ
ー

シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
尺
度
」
Ｃ
―

３
が
グ
レ
ー
ゾ
ー

ン
に
達
し
て
お
り
、
今
後
、
長
く
働
き
続
け
る
中

で
体
調
を
崩
す
可
能
性
が
推
測
で
き
る
。
そ
の
た

め
、
こ
の
時
点
で
生
活
習
慣
の
改
善
や
工
夫
が
必

要
で
あ
る
。

特
に
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
尺
度
」
Ｃ
―

３

に
は
、
管
理
職
ゆ
え
の
影
響
が
出
て
い
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
詳
し
く
話
を
聞
き
取
る
と
、
普
段
、

多
く
の
人
に
囲
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、

実
は
孤
独
感
を
感
じ
て
い
る
、
と
話
す
人
が
多
い
。

こ
の
状
況
を
自
ら
意
識
し
、
自
分
に
と
っ
て
リ

ラ
ッ
ク
ス
効
果
を
も
た
ら
す
人
間
関
係
を
構
築
す

る
な
ど
の
工
夫
が
重
要
で
あ
る
。

一
方
で「
メ
ン
タ
ル
に
は
自
信
が
あ
る
。「
ス
ト

レ
ス
が
ど
う
こ
う
な
ん
て
自
分
に
は
関
係
な
い
」

と
心
の
疲
労
を
受
け
入
れ
な
い
場
合
も
見
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
場
合
、
疲
労
困
憊ぱ

い

と
な
る
ま
で
自

分
の
体
調
に
気
づ
け
ず
、
そ
の
後
体
調
を
崩
す
人

も
見
ら
れ
る
。

ア
ド
バ
イ
ス
の
ポ
イ
ン
ト

組
織
の
中
で
責
任
を
求
め
ら
れ
る
厳
し
い
ポ
ジ

シ
ョ
ン
で
あ
る
だ
け
に
、
ス
ト
レ
ス
も
抱
え
や
す

い
。「
メ
ン
タ
ル
に
は
自
信
が
あ
る
」と
自
負
せ
ず
、

自
分
に
と
っ
て
ど
ん
な
こ
と
が
ス
ト
レ
ス
と
な
り

や
す
い
か
を
分
析
し
、
職
場
環
境
や
生
活
環
境
の

中
で
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
さ
せ
る
取
り
組
み
を
考
え

て
も
ら
え
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
特
に
疲
労

し
た
と
き
に
出
や
す
い
身
体
症
状
を
整
理
す
る
な

ど
、
よ
り
具
体
的
な
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

管理職
の孤独

責任の重い管理職、
立場上周囲に相談しづらい4

結
果
に
つ
い
て

ス
ト
レ
ス
原
因（
検
査
A
）
の
数
値
は「
役
割
過

重
感
尺
度
」
Ａ
―

１
が
突
出
し
て
高
い
値
を
示
し

て
い
る
が
、
そ
の
他
の
項
目
は
全
体
的
に
低
く
、

問
題
は
見
ら
れ
な
い
。
ス
ト
レ
ス
反
応（
検
査
B
）

も
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
に
達
し
て
お
ら
ず
、
仕
事
量
が

多
い
割
に
は
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
耐
性
が
高
い
こ

と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
ス
ト
レ
ス
対
処（
検
査
C
）の
数
値
で

A職業役割検査

Bストレス反応検査

ストレス対処検査C

総合評価

B-1

B-2

B-3

B-4

下段　女性用尺度上段　男性用尺度

標準得点 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

段　階 ⅡⅠ ⅣⅢ Ⅴ

素　点

11 1210 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

131210-11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48-50

1110 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48-50

16 171510-14 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

13121110 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49-50

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47-50

14

13

13

10-12

10-12 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47-50

20191810-17 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

27262510-24 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

19 201810-17 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

16 1710-15 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49-50

検査Aの段階Ⅳ・Ⅴ欄
検査AのⅣ・Ⅴ欄、検査BのⅣ・Ⅴ欄、検査CのⅠ・Ⅱ欄
（プロフィール上では網かけで示されている）につけ
られた○印の数を合計して総合評価点を算出します。

＋

検査　の段階Ⅳ・Ⅴ欄B

＋

検査　の段階Ⅰ・Ⅱ欄C

＝

総合評価点

標準得点 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

13

11

12

10

10-11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38-50

1110 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37-50

1110 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40-50

131210-11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39-50

C-1

C-2

C-3

C-4

下段　女性用尺度上段　男性用尺度

標準得点 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

段　階 ⅡⅠ ⅣⅢ Ⅴ

素　点

A-1

A-2

A-3

A-4

A-5

A-6

下段　女性用尺度上段　男性用尺度

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

段　階 ⅡⅠ ⅣⅢ Ⅴ

素　点

42

16

20

18

25

13

25

15

21

24

21

30

24

34

１ ０ ２ ３

Ａ―１

Ｃ―１

Ｃ―３

 特集  OSI 職業ストレス検査の生かし方
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あ
る
。

仕
事
の
問
題
に
対
す
る
論
理
的
な
解
決
能
力
は

高
い
と
自
己
評
価
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
う
ま
く

発
揮
で
き
ず
、
熱
意
が
空
回
り
し
て
い
る
可
能
性

が
高
い
。
周
囲
に
対
し
て
も
仕
事
に
対
す
る
価
値

観
や
仕
事
を
こ
な
す
ス
ピ
ー
ド
が
異
な
る
こ
と
に

怒
り
を
抱
い
て
い
る
。
結
果
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ

ポ
ー
ト
尺
度
」
Ｃ
―

３
の
値
が
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
を

示
す
よ
う
に
、
他
者
か
ら
の
協
力
が
得
ら
れ
ず
孤

立
感
を
強
め
、
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
て
い
る
可
能
性

が
高
い
。

こ
の
状
況
に
つ
い
て
詳
し
く
話
を
聞
く
と
、「
自

分
は
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
の
に
、
周
囲
の
や

る
気
が
な
い
せ
い
で
こ
う
な
っ
た
」
と
い
っ
た
と

ら
え
方
と
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。

一
方
、
周
囲
も
こ
う
い
っ
た
状
況
に
気
づ
い
て

お
り
、
本
人
の
熱
意
や
理
想
に
温
度
差
や
圧
力
を

感
じ
、
マ
イ
ナ
ス
の
感
情
を
抱
き
や
す
く
な
っ
て

い
る
。
こ
の
状
態
が
長
く
継
続
す
れ
ば
次
第
に
ス

ト
レ
ス
は
蓄
積
さ
れ
、
体
調
不
良
へ
と
つ
な
が
る
。

ア
ド
バ
イ
ス
の
ポ
イ
ン
ト

こ
の
状
態
に
陥
る
前
の
働
き
方
や
出
来
事
、
周

囲
と
の
関
係
に
つ
い
て
整
理
を
す
る
こ
と
を
勧
め

る
。
整
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
今
後
、
健
康
を
維
持

し
な
が
ら
働
く
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
注
意
が
必

要
か
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
す
で
に
身
体
的
不
調

が
出
て
い
な
い
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
注
意

を
促
す
。

ま
た
、
自
分
が
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
た
と
き
、
自

分
の
話
を
聞
い
て
く
れ
る
人
や
資
源
を
探
し
、
自

分
の
考
え
を
整
理
す
る
よ
う
な
場
面
を
作
る
な
ど

の
対
処
方
法
が
あ
る
こ
と
も
伝
え
る
。

熱意が
空回りな

人

「周りが理解してくれない」
ストレスを溜めている5

結
果
に
つ
い
て

全
体
的
に
ス
ト
レ
ス
原
因（
検
査
A
）、
ス
ト
レ

ス
反
応（
検
査
B
）の
値
が
高
い
。
職
場
に
対
す
る

不
満
が
多
く
、
怒
り
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

組
織
へ
の
不
信
感
も
強
く
あ
き
ら
め
気
味
。
当
然
、

ス
ト
レ
ス
対
処（
検
査
C
）
も
滞
り
が
ち
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で「
論
理
的
対
処
尺
度
」

Ｃ
―

４
だ
け
が
突
出
し
て
高
い
値
を
示
し
て
い
る

こ
と
が
、
こ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
最
大
の
特
徴
で

A職業役割検査

Bストレス反応検査

ストレス対処検査C

総合評価

B-1

B-2

B-3

B-4

下段　女性用尺度上段　男性用尺度

標準得点 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

段　階 ⅡⅠ ⅣⅢ Ⅴ

素　点

11 1210 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

131210-11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48-50

1110 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48-50

16 171510-14 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

13121110 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49-50

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47-50

14

13

13

10-12

10-12 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47-50

20191810-17 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

27262510-24 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

19 201810-17 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

16 1710-15 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49-50

検査Aの段階Ⅳ・Ⅴ欄
検査AのⅣ・Ⅴ欄、検査BのⅣ・Ⅴ欄、検査CのⅠ・Ⅱ欄
（プロフィール上では網かけで示されている）につけ
られた○印の数を合計して総合評価点を算出します。

＋

検査　の段階Ⅳ・Ⅴ欄B

＋

検査　の段階Ⅰ・Ⅱ欄C

＝

総合評価点

標準得点 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

13

11

12

10

10-11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38-50

1110 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37-50

1110 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40-50

131210-11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39-50

C-1

C-2

C-3

C-4

下段　女性用尺度上段　男性用尺度

標準得点 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

段　階 ⅡⅠ ⅣⅢ Ⅴ

素　点

A-1

A-2

A-3

A-4

A-5

A-6

下段　女性用尺度上段　男性用尺度

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

段　階 ⅡⅠ ⅣⅢ Ⅴ

素　点

39

40

35

38

38

24

39

41

40

42

25

18

20

48

４ ４ ２ 10

Ａ―２

Ａ―３

Ａ―４

Ｃ―３ Ｃ―４
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心
が
弱
い
人
に
出
る
か
ら
自
分
に
は
関
係
な
い
」

と
考
え
て
い
る
節
が
あ
る
た
め
、
ま
ず
、
ス
ト
レ

ス
は
心
ば
か
り
で
な
く
、
身
体
へ
の
影
響
と
な
っ

て
現
れ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
。
そ
れ
は
、

漠
然
と
し
た
不
調
か
ら
は
っ
き
り
と
自
覚
で
き
る

（
腰
痛
な
ど
の
）
疼
痛
ま
で
、
個
人
に
よ
っ
て
出
現

パ
タ
ー
ン
が
異
な
る
こ
と
も
伝
え
る
。
内
科
・
整

形
外
科
な
ど
の
受
診
を
し
て
も
体
調
の
改
善
が
見

ら
れ
な
い
場
合
は
、
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
の

受
診
を
勧
め
る
。

今
後
も
体
調
を
維
持
し
な
が
ら
長
く
働
き
続
け

る
た
め
に
は
、
当
た
り
前
に
繰
り
返
し
て
い
る
自

分
の
働
き
方
を
丁
寧
に
見
直
し
、
体
調
不
良
と

な
っ
た
際
の
身
体
症
状
と
そ
の
対
処
方
法
に
つ
い

て
、
予
兆
レ
ベ
ル
か
ら
軽
度
、
重
度
レ
ベ
ル
ま
で

整
理
す
る
こ
と
を
促
す（
下
表
参
照
）。

24時間
戦えるはず
だった人

ストレスを感じるのは、
「心が弱い」からではない6

結
果
に
つ
い
て

ス
ト
レ
ス
原
因（
検
査
A
）
の
数
値
は「
役
割
過

重
感
尺
度
」
Ａ
―

１
、「
責
任
度
尺
度
」
Ａ
―

５
が

高
い
値
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
ス
ト
レ

ス
反
応（
検
査
B
）
の
数
値
は「
身
体
的
ス
ト
レ
ス

反
応
尺
度
」
Ｂ
―

４
の
み
が
高
い
値
を
示
し
て
い

る
。着

眼
点
は
、
ス
ト
レ
ス
反
応（
検
査
B
）
が「
身

体
的
ス
ト
レ
ス
反
応
尺
度
」
Ｂ
―

４
だ
け
に
影
響

し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
ケ
ー
ス
の
背

景
を
聞
き
取
る
と「
職
場
環
境
や
仕
事
内
容
に
つ

い
て
の
不
満
は
な
い
つ
も
り
で
、
こ
れ
ま
で
も
仕

事
を
こ
な
し
て
き
た
が
、
年
の
せ
い
な
の
か
疲
労

の
影
響
が
身
体
に
出
た
」
と
い
う
話
を
す
る
人
が

多
い
。
詳
細
に
聞
き
込
ん
で
い
く
と
、
実
は
心
理

的
疲
労
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
別
に
心
理
的
に

ど
う
こ
う
と
い
っ
た
こ
と
は
な
い
し
、
自
分
は
そ

う
い
う
タ
イ
プ
で
は
な
い
。
も
っ
と
言
え
ば
心
の

病
な
ど
認
め
な
い
」
と
い
う
話
し
方
を
す
る
人
が

多
い
。
24
時
間
戦
っ
て
当
た
り
前
と
い
う
筋
金
入

り
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
タ
イ
プ
の
人
が
体
調
を
崩
し
た
場

合
、
重
症
に
な
る
ま
で
働
き
続
け
、
会
社
の
産
業

医
や
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
助
言
で
初
め
て

メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
の
受
診
に
至
っ
た
、
と

い
う
パ
タ
ー
ン
が
多
く
見
ら
れ
る
。
中
に
は
、
休

職
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

ア
ド
バ
イ
ス
の
ポ
イ
ン
ト

ス
ト
レ
ス
が
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
と
な
っ
て

身
体
症
状
に
現
れ
、
健
康
を
蝕
ん
だ
可
能
性
が
高

い
こ
と
を
説
明
す
る
。
基
本
的
に「
ス
ト
レ
ス
は

A職業役割検査

Bストレス反応検査

ストレス対処検査C

総合評価

B-1

B-2

B-3

B-4

下段　女性用尺度上段　男性用尺度

標準得点 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

段　階 ⅡⅠ ⅣⅢ Ⅴ

素　点

11 1210 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

131210-11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48-50

1110 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48-50

16 171510-14 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

13121110 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49-50

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47-50

14

13

13

10-12

10-12 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47-50

20191810-17 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

27262510-24 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

19 201810-17 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

16 1710-15 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49-50

検査Aの段階Ⅳ・Ⅴ欄
検査AのⅣ・Ⅴ欄、検査BのⅣ・Ⅴ欄、検査CのⅠ・Ⅱ欄
（プロフィール上では網かけで示されている）につけ
られた○印の数を合計して総合評価点を算出します。

＋

検査　の段階Ⅳ・Ⅴ欄B

＋

検査　の段階Ⅰ・Ⅱ欄C

＝

総合評価点

標準得点 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

13

11

12

10

10-11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38-50

1110 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37-50

1110 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40-50

131210-11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39-50

C-1

C-2

C-3

C-4

下段　女性用尺度上段　男性用尺度

標準得点 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

段　階 ⅡⅠ ⅣⅢ Ⅴ

素　点

A-1

A-2

A-3

A-4

A-5

A-6

下段　女性用尺度上段　男性用尺度

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

段　階 ⅡⅠ ⅣⅢ Ⅴ

素　点

40

31

25

25

32

16

29

31

30

44

24

23

37

30

２ １ １ ４

体調不良につながるサインと対処方法（例）

具体的な症状 対処方法

予　兆

ちょっとしたことで迷う 仕事を必要以上に抱え込ん
でいないか整理する

やるべき仕事を先延ばしに
する

週末ゆっくりと過ごせるよ
う、予定を調整する

軽　度

耳鳴り・肩こり・腰痛・口唇
ヘルペス等の身体症状

仕事の優先順位の明確化・
能力の限界を見極め、周囲
に相談する

ちょっとしたことでも焦りを
感じる

土日の予定を見直し、十分
な睡眠や休養がとれるよう
調整する

中等度 ・・・・・・・ ・・・・・・・

Ａ―１

Ａ―５

Ｂ―４

 特集  OSI 職業ストレス検査の生かし方
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サ
ポ
ー
ト
尺
度
」
Ｃ
―

３
に
も
影
響
が
出
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
状
況
に
つ
い
て
詳
し
く
話
を
聞
く

と
、「
自
分
に
対
す
る
周
囲
の
人
の
態
度
が
冷
た

い
、
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
て
い
る
」
と
い
っ
た
話
を

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
結
果
を
見
る
と
、
一
見
、
ス
ト
レ
ス
反

応（
検
査
B
）「
対
人
的
ス
ト
レ
ス
反
応
尺
度
」

Ｂ
―

３
の
対
人
関
係
の
悪
化
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
と

い
う
と
ら
え
方
を
し
て
し
ま
い
が
ち
だ
が
、
ス
ト

レ
ス
原
因（
検
査
A
）か
ら
見
た
場
合
、「
働
き
方
」

そ
の
も
の
に
原
因
が
潜
ん
で
い
る
場
合
が
あ
る
。

周
囲
が
一
般
的
な
伝
え
方
で
仕
事
の
指
示
を

し
た
と
し
て
も
、
指
示
を
受
け
た
側
が「
曖
昧
な

指
示
で
あ
っ
た
」
と
受
け
取
っ
て
い
る
場
合
も
あ

る
。
特
に「
お
お
む
ね
昨
年
と
同
じ
よ
う
な
」と
か

「
だ
い
た
い
で
い
い
か
ら
」
な
ど
の
裁
量
を
任
さ
れ

る
よ
う
な
状
況
が
負
担
と
な
っ
て
い
る
と
い
っ
た

ケ
ー
ス
が
目
立
つ
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
直
接
的
原

因
は
周
囲
か
ら
の
叱
責
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
根

本
的
原
因
は
、
仕
事
に
関
す
る
情
報
の
発
信
や
受

信
そ
の
も
の
に
齟そ

ご齬
が
出
て
い
る
可
能
性
が
推
測

で
き
る
。

ア
ド
バ
イ
ス
の
ポ
イ
ン
ト

叱
責
さ
れ
た
内
容
を
も
と
に
、
業
務
内
容
や
遂

行
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
丁
寧
に
整
理
を
す
る
。

検
査
結
果
で
出
て
い
る
ス
ト
レ
ス
原
因（
検
査
A
）

の「
役
割
の
曖
昧
感
尺
度
」
Ａ
―

３
に
つ
い
て
、
ど

ん
な
仕
事
の
何
が
ど
れ
だ
け
曖
昧
な
の
か
、
よ
り

具
体
的
に
挙
げ
、
自
分
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
情

報
の
や
り
取
り
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
同
時
に
自

分
が
情
報
を
発
信
し
た
際
も
、
周
囲
に
う
ま
く
伝

わ
っ
て
い
る
か
、
共
通
認
識
が
持
て
て
い
る
か
確

認
す
る
よ
う
促
す
。

「
お
お
む
ね
昨
年
と
同
じ
よ
う
な
」
と
か「
だ
い

た
い
で
い
い
か
ら
」
な
ど
の
裁
量
を
任
さ
れ
る
よ

う
な
状
況
が
負
担
と
な
っ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て

も
、
こ
う
い
っ
た
や
り
取
り
は
職
場
環
境
に
お
い

て
当
た
り
前
に
起
き
る
こ
と
を
伝
え
、
そ
れ
に
対

す
る
困
難
を
自
ら
発
信
し
、
解
決
し
て
い
く
姿
勢

も
大
切
で
あ
る
こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

曖昧が
辛すぎる

人

「対人的ストレス反応尺度」の
裏にある本当の原因7

結
果
に
つ
い
て

ス
ト
レ
ス
原
因（
検
査
A
）は
全
体
的
に
高
い
値

を
示
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
中
で
他
の
項
目
よ

り
逸
脱
し
て
高
い
値
を
示
し
て
い
る
項
目
は「
役

割
の
曖
昧
感
尺
度
」
Ａ
―

３
で
あ
る
。
こ
の
結
果

か
ら
ス
ト
レ
ス
反
応（
検
査
B
）
に
は「
心
理
的
ス

ト
レ
ス
反
応
尺
度
」
Ｂ
―

２
と「
対
人
的
ス
ト
レ
ス

反
応
尺
度
」
Ｂ
―

３
に
影
響
が
出
て
い
る
。
そ
の

た
め
ス
ト
レ
ス
対
処（
検
査
C
）
も「
ソ
ー
シ
ャ
ル

A職業役割検査

Bストレス反応検査

ストレス対処検査C

総合評価

B-1

B-2

B-3

B-4

下段　女性用尺度上段　男性用尺度

標準得点 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

段　階 ⅡⅠ ⅣⅢ Ⅴ

素　点

11 1210 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

131210-11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48-50

1110 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48-50

16 171510-14 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

13121110 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49-50

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47-50

14

13

13

10-12

10-12 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47-50

20191810-17 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

27262510-24 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

19 201810-17 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

16 1710-15 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49-50

検査Aの段階Ⅳ・Ⅴ欄
検査AのⅣ・Ⅴ欄、検査BのⅣ・Ⅴ欄、検査CのⅠ・Ⅱ欄
（プロフィール上では網かけで示されている）につけ
られた○印の数を合計して総合評価点を算出します。

＋

検査　の段階Ⅳ・Ⅴ欄B

＋

検査　の段階Ⅰ・Ⅱ欄C

＝

総合評価点

標準得点 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

13

11

12

10

10-11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38-50

1110 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37-50

1110 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40-50

131210-11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39-50

C-1

C-2

C-3

C-4

下段　女性用尺度上段　男性用尺度

標準得点 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

段　階 ⅡⅠ ⅣⅢ Ⅴ

素　点

A-1

A-2

A-3

A-4

A-5

A-6

下段　女性用尺度上段　男性用尺度

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

段　階 ⅡⅠ ⅣⅢ Ⅴ

素　点

35

27

38

29

30

30

34

44

48

39

10

22

14

26

２ ４ ４ 10

Ａ―３

Ｂ―３

Ｂ―２

Ｃ―３
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こ
の
状
況
を
詳
し
く
聞
き
取
る
と
、
上
司
が
外

国
人
で
あ
り
言
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
齟
齬
が
日
常
茶
飯
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
こ
う
い
っ
た
状
況
の
ま
ま
行
わ
れ
る
会
議
や

電
話
で
の
や
り
取
り
な
ど
、
神
経
を
使
う
日
々
が

続
き
、
身
体
的
反
応
も
自
覚
で
き
る
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
同
じ
Ａ
尺
度
の
特
徴
を
持
つ【
事
例
５　

熱

意
が
空
回
り
し
て
い
る
人
】
と
の
相
違
点
は
、
ス

ト
レ
ス
対
処（
検
査
C
）
の「
論
理
的
対
処
尺
度
」

Ｃ
―

４
の
値
で
あ
る
。
情
報
の
齟
齬
に
よ
る
仕
事

の
ミ
ス
は
自
分
自
身
を
責
め
る
結
果
と
な
っ
て
い

る
様
子
が
わ
か
る（
そ
の
後
、
通
訳
を
取
り
入
れ
、

定
期
的
な
業
務
進
捗
確
認
の
会
議
や
情
報
の
や
り

取
り
に
つ
い
て
、
一
定
の
取
り
決
め
を
行
う
な
ど

改
善
が
行
わ
れ
た
）。

ア
ド
バ
イ
ス
の
ポ
イ
ン
ト

ま
ず
、
ス
ト
レ
ス
反
応（
検
査
B
）「
身
体
的

ス
ト
レ
ス
反
応
尺
度
」
Ｂ
―

４
が
高
い
値
を
示
し
、

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
に
達
し
て
い
る
た
め
、
す
で
に
体

調
不
良
の
状
況
と
な
っ
て
い
な
い
か
確
認
を
行

う
。
ス
ト
レ
ス
対
処（
検
査
C
）「
論
理
的
対
処
尺

度
」
Ｃ
―

４
の
値
が
極
端
に
低
く
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン

に
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
責
的
に
な
り
過
ぎ

ず
、
職
場
環
境
の
仕
組
み
の
改
善
に
つ
い
て
考
え

て
い
く
よ
う
促
す
。

そ
の
際
、
職
場
で
起
き
て
い
る
問
題
が
う
ま
く

表
現
で
き
な
い
場
合
は
、
質
問
紙
の
内
容
と
照
ら

し
合
わ
せ
な
が
ら
問
題
点
を
把
握
し
、
そ
れ
を
も

と
に
自
分
自
身
の
職
場
に
合
っ
た
文
章
を
作
成
す

る
な
ど
、
問
題
の
整
理
方
法
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
。
ま
た
、
整
理
し
た
内
容
を
周
囲
の
人
や

上
司
に
う
ま
く
伝
え
る
よ
う
提
案
す
る
。

一
見
問
題
は
明
確
で
あ
る
が
、
単
に
言
語
の
問

題
と
い
っ
た
見
方
を
せ
ず
、
具
体
的
に
情
報
収
集

や
や
り
取
り
の
困
難
な
場
面
に
つ
い
て
検
証
し
、

改
善
策
に
つ
い
て
話
し
合
う
必
要
が
あ
る
こ
と
も

伝
え
る
。
当
た
り
前
に
と
ら
え
て
い
た
概
念
が
異

な
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
情
報
収
集
そ
の
も
の

が
難
し
い
点
や
改
善
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
こ
と

を
伝
え
、
気
長
に
構
え
ら
れ
る
よ
う
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
す
る
。

情報収集
が

困難な人

責任感が強く、ミスは自分の
せいだと思ってしまう8

結
果
に
つ
い
て

ス
ト
レ
ス
原
因（
検
査
A
）
の
数
値
は「
役
割
に

対
す
る
不
十
分
感
尺
度
」
Ａ
―

２
、「
役
割
の
曖
昧

感
尺
度
」
Ａ
―

３
、「
役
割
区
分
の
不
明
瞭
感
尺
度
」

Ａ
―

４
が
高
い
値
を
示
し
て
お
り
、
ス
ト
レ
ス
反

応（
検
査
B
）
も「
身
体
的
ス
ト
レ
ス
反
応
尺
度
」

Ｂ
―

４
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
を
は
じ
め
と
し
て
、
高

い
値
を
示
し
て
い
る
。
高
ス
ト
レ
ス
状
態
で
あ
り
、

今
後
の
健
康
状
態
が
懸
念
さ
れ
る
。

A職業役割検査

Bストレス反応検査

ストレス対処検査C

総合評価

B-1

B-2

B-3

B-4

下段　女性用尺度上段　男性用尺度

標準得点 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

段　階 ⅡⅠ ⅣⅢ Ⅴ

素　点

11 1210 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

131210-11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48-50

1110 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48-50

16 171510-14 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

13121110 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49-50

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47-50

14

13

13

10-12

10-12 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47-50

20191810-17 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

27262510-24 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

19 201810-17 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

16 1710-15 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49-50

検査Aの段階Ⅳ・Ⅴ欄
検査AのⅣ・Ⅴ欄、検査BのⅣ・Ⅴ欄、検査CのⅠ・Ⅱ欄
（プロフィール上では網かけで示されている）につけ
られた○印の数を合計して総合評価点を算出します。

＋

検査　の段階Ⅳ・Ⅴ欄B

＋

検査　の段階Ⅰ・Ⅱ欄C

＝

総合評価点

標準得点 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

13

11

12

10

10-11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38-50

1110 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37-50

1110 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40-50

131210-11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39-50

C-1

C-2

C-3

C-4

下段　女性用尺度上段　男性用尺度

標準得点 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

段　階 ⅡⅠ ⅣⅢ Ⅴ

素　点

A-1

A-2

A-3

A-4

A-5

A-6

下段　女性用尺度上段　男性用尺度

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

段　階 ⅡⅠ ⅣⅢ Ⅴ

素　点

33

41

38

36

19

14

29

35

31

39

27

30

31

20

３ 1 ２ ６

Ｂ―４

Ｃ―４

Ａ―２

Ａ―３

Ａ―４

 特集  OSI 職業ストレス検査の生かし方
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と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
お
じ
か
ら
の
誘

い
も
あ
っ
て
高
校
卒
業
後
に
私
も
そ
の
会
社

に
入
り
、
建
具
職
人
と
し
て
の
修
業
を
始
め

ま
し
た
。

―
―
仕
事
は
ど
の
よ
う
に
し
て
覚
え
た
の
で

す
か
。

友
國　

主
に
兄
の
仕
事
の
手
助
け
を
し
な
が

ら
、
仕
事
を
覚
え
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た

兄
の
仕
事
仲
間
を
仕
事
場
に
訪
ね
た
こ
と
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
ね
。
私
は
そ
の
仕
事
場

で
実
際
に
作
業
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ど
ん
な
ふ
う
に
仕
事
を
し
て
い
る
の
か

が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て「
こ
れ
は
覚
え

た
い
」と
思
っ
た
仕
事
は
帰
っ
て
か
ら
そ
の

真
似
を
し
ま
し
た
。
建
具
職
人
が
一
人
前
に

な
る
に
は
だ
い
た
い
10
年
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
私
は
そ
う
し
た
こ
と
を
繰
り
返
し
た

お
か
げ
で
、
比
較
的
早
く
仕
事
を
覚
え
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

―
―
独
立
さ
れ
た
の
は
お
い
く
つ
の
と
き
で

す
か
。

友
國　

41
歳
の
と
き
で
す
。
修
業
を
始
め
て

か
ら
二
十
数
年
経
っ
て
か
ら
で
す
ね
。
こ
の

深
川
一
帯
は
木
場
と
呼
ば
れ
る
エ
リ
ア
で
、

か
つ
て
は
近
く
の
川
に
は
筏い

か
だが

行
き
交
っ
て

い
ま
し
た
。
木
工
職
人
も
多
く
、
職
人
同
士

の
付
き
合
い
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
仲

間
と
腕
を
競
う
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
技
能
大
会
な
ど
に
は
で

き
る
だ
け
参
加
し
ま
し
た
ね
。

　

建
具
職
人
は
大
き
く
分
け
る
と「
工こ

う

場ば

で

作
る
仕
事
」と「
現
場
で
取
り
付
け
る
仕
事
」

が
あ
り
ま
す
。私
は「
作
る
仕
事
」が
得
意
で
、

ほ
か
の
職
人
に
は「
負
け
な
い
」と
い
う
自

信
が
あ
り
ま
し
た
。

―
―
二
つ
の
仕
事
に
は
ど
ん
な
違
い
が
あ
る

の
で
す
か
。

友
國　

ど
ち
ら
を
得
意
と
す
る
か
は
、
そ
の

職
人
が
ど
ん
な
環
境
で
修
業
を
し
て
一
人
前

に
な
っ
た
か
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思

い
ま
す
。
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
現
場
は
そ
れ

ぞ
れ
環
境
も
違
う
し
、
そ
の
影
響
を
受
け
て

道
具
も
狂
い
や
す
い
と
い
う
難
し
さ
が
あ
り

ま
す
。

　

建
具
は
現
場
で
採
っ
た
寸
法
に
基
づ
い
て

工
場
で
作
り
ま
す
。
そ
の
寸
法
が
正
確
で
な

い
と
、
取
り
付
け
る
と
き
に
問
題
が
起
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
現
場
と
工
場
が
き
ち
ん
と

つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
大
き
な
問
題
が
起
こ

り
や
す
い
と
言
え
ま
す
ね
。
作
る
こ
と
を
得

意
と
す
る
職
人
で
も
、
現
場
に
行
っ
て
は
じ

め
て
わ
か
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
ど
ち
ら
か
片
方
だ
け
の

仕
事
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
い
け

ま
せ
ん
。
両
方
の
仕
事
を
知
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

ほ
め
ら
れ
て
も
満
足
し
な
い
で

さ
ら
に
技
を
磨
く

―
―
ど
の
よ
う
な
と
き
に
や
り
が
い
や
喜
び

を
感
じ
ま
す
か
。

友
國　

工
場
で
作
っ
た
建
具
を
現
場
に
運

び
、
ピ
タ
ッ
と
収
ま
っ
た
と
き
は
う
れ
し
い

高
校
卒
業
後

建
具
職
人
の
道
に
進
む

―
―
建
具
職
人
に
な
ろ
う
と
し
た
き
っ
か
け

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

友
國　

私
は
千
葉
県
の
山
武
郡（
現
山
武
市
）

の
生
ま
れ
で
す
。
こ
こ
は
高
級
木
材
と
し
て

知
ら
れ
た
山
武
杉
の
産
地
で
、
周
り
に
は
木

工
職
人
も
多
く
い
ま
し
た
。
ま
た
普
段
は
農

業
に
従
事
し
て
い
る
人
も
、
農
閑
期
に
は
建

具
作
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
環
境

で
育
っ
た
こ
と
が
建
具
職
人
を
目
指
す
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

お
じ
が
東
京
で
建
具
屋
の
会
社
を
営
ん
で

い
て
、
そ
こ
で
は
３
歳
上
の
兄
が
建
具
職
人

建具職人　友國三郎さん

未経験の仕事に
挑戦することで、
職人としての技も心も育つ

ともくに・さぶろう●昭和21年、千葉県生まれ。高校卒業後、
東京で建具職人を目指し、木工関係の会社に就職。41歳で
独立し、東京・深川で友國建具店を営む。建具職人として寺
院の玄関、祭りの奉納板や神輿の駒札など幅広い仕事を手
掛ける。浜離宮恩賜庭園の「松の御茶屋（おちゃや）」書
院の復元工事で障子を担当。一級建具製作技能士。江東
区登録無形文化財保持者。平成21年東京都優秀技能者（東
京マイスター）、平成22年「現代の名工」に選ばれる。平成
28年黄綬褒章受章。

友國三郎さんは建具職人として数多くの仕事を手がけ、高い評価を受けて
います。お話からはその名声に満足することなく、さらに高みを目指す心
意気がうかがえます。

I N T E R V I E W

しごとインタビュー
………………………
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が
な
い
」を「
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
」に
変
え

る
。
そ
の
醍
醐
味
を
味
わ
う
こ
と
で
、
建
具

職
人
と
し
て
の
技
も
心
も
育
っ
て
い
く
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
道
具
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

よ
う
で
す
ね
。

友
國　

道
具
が
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
な
い
と
よ

い
建
具
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら

ね
。
建
具
を
作
る
と
き
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

の
道
具
を
使
い
ま
す
。
一
口
に
鉋か

ん
なと

い
っ
て

も
数
多
く
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
仕
事
で
は
刃
物
は
よ
く
切
れ
る

こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。
よ
く
切
れ
な
け

れ
ば
仕
事
が
前
に
進
ま
な
い
。
そ
れ
に
は
刃

物
を
研
ぐ
こ
と
を
怠
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

も
し
私
に
弟
子
が
い
る
な
ら
、
ま
ず
毎
日
刃

物
を
研
ぐ
こ
と
を
指
導
し
ま
す
ね
。

　

ま
た
晴
れ
た
日
と
雨
が
降
っ
た
日
と
で

は
、
道
具
に
与
え
る
影
響
が
大
き
く
違
っ
て

き
ま
す
。
例
え
ば
鉋
は
台
が
木
で
で
き
て
い

る
の
で
、
天
候
に
よ
っ
て
湿
気
の
吸
い
具
合

が
大
き
く
異
な
り
、
仕
事
を
す
る
と
き
は
そ

の
こ
と
を
十
分
に
考
え
て
調
整
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

必
要
に
応
じ
て
自
分
で
治
具
や
道
具
を
作

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
工
期
を
考
え
る
と
新

し
い
道
具
を
注
文
し
て
い
た
の
で
は
間
に
合

わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

自
分
も
学
ぶ
と
い
う
姿
勢
で

後
進
た
ち
を
指
導

―
―
東
京
建
具
高
等
職
業
訓
練
校
で
、
講
師

と
し
て
後
進
を
指
導
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
ね
。
指
導
さ
れ
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
を

教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

友
國　

道
具
の
使
い
方
を
中
心
に
教
え
て
い

ま
す
。
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
道
具
を

き
ち
ん
と
使
う
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
建

具
職
人
の
仕
事
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
か
ら
。

ま
た
生
徒
た
ち
と
向
き
合
う
と
き
は
、
教
え

る
と
い
う
の
で
は
な
く
自
分
も
一
緒
に
学

ぼ
う
と
心
が
け
て
い
ま
す
。
私
も
す
べ
て
を

知
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
し
、
生

徒
と
接
す
る
中
で
新
た
な
こ
と
を
知
る
こ
と

が
あ
る
の
で
す
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
態
度
で

い
る
と
、
自
然
と
生
徒
に
や
さ
し
く
な
り
ま

す
。

　

職
人
と
い
う
と「
自
分
の
仕
事
の
や
り
方

を
他
人
に
は
教
え
な
い
」と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
私
は
自
分
が
知
っ
て
い
る
こ
と
は
何

で
も
教
え
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
生

で
も
聞
き
に
く
れ
ば
、
答
え
ま
す
よ
。
そ
れ

と
い
う
の
も
、
彼
ら
が
一
人
前
の
建
具
職
人

と
し
て
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。

―
―
建
具
職
人
に
向
い
て
い
る
資
質
の
よ
う

な
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

友
國　

建
具
職
人
の
仕
事
は
道
具
を
使
っ
て

い
る
と
き
の
音
や
リ
ズ
ム
で
、
刃
物
の
切
れ

具
合
や
正
し
い
使
い
方
を
し
て
い
る
か
ど
う

か
、
ひ
い
て
は
仕
事
の
良
し
悪
し
が
判
断
で

き
ま
す
。
電
動
工
具
で
も
そ
の
音
で
、
モ
ー

タ
ー
の
調
子
が
わ
か
り
ま
す
。
だ
か
ら
私
は

「
歌
が
歌
え
て
、
リ
ズ
ム
感
が
よ
い
人
は
建

具
職
人
に
向
い
て
い
る
」と
思
い
ま
す
ね
。

I N T E R V I E W

しごとインタビュー
………………………連載

で
す
ね
。
ま
た
注
文
を
く
だ
さ
っ
た
工
務
店

の
方
や
施
主
様
に
、
で
き
あ
が
り
を
ほ
め
て

い
た
だ
い
た
と
き
も
、
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。
で
も
同
時
に
そ
れ
に
満
足
し
て
し
ま
わ

な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
満
足
し
て

し
ま
う
と
そ
こ
で
自
分
の
成
長
は
止
ま
っ
て

し
ま
い
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

工
務
店
か
ら「
建
具
は
お
前
に
任
せ
る
」

と
言
っ
て
い
た
だ
く
と
、
少
し
誇
ら
し
げ
な

気
持
ち
に
な
り
ま
す
ね
。
任
さ
れ
る
と
い
う

の
は
そ
れ
だ
け
重
い
責
任
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
か
ら
。

―
―
友
國
さ
ん
が
作
る
建
具
は
大
量
生
産
で

は
な
く
、
す
べ
て
一
品
も
の
で
す
ね
。

友
國　

え
え
。
注
文
の
内
容
も
さ
ま
ざ
ま
で

す
し
、
取
り
付
け
る
場
所
も
す
べ
て
違
い

ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
常
に
新
し
い
も

の
に
挑
戦
し
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。「
今
ま
で
や
っ
た
こ
と
が
な
い
か

ら
で
き
な
い
」と
決
し
て
言
っ
て
は
い
け
な

い
。
む
し
ろ
や
っ
た
こ
と
が
な
い
仕
事
に
こ

そ
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。「
や
っ
た
こ
と

▲ 建具を作るときには、何種類もの道具を使う。
鉋だけでも多くの種類がある。

▲ 友國さんが作った「組子コースター」。釘
を使わず、さまざまな形状の部材を精密
に組み立てて、美しい形に仕上げる。

http://www.koyoerc.or.jp/sigoto.html （雇用問題研究会ホームページ）

「しごとインタビュー」のバックナンバーがウェブサイトで読めます。　　

◀ 道具は、その日の天候などがどのような影響を及ぼ
すかを十分に見極めてから使う。それをしないとよい
仕事はできない。友國さんは、材料として無垢材を
使う。
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辛
い
記
憶
を
思
い
出
し
て
し
ま
わ
な
い
？

A
そ
う
し
た
こ
と
へ
の
配
慮
は
不
可
欠
で

す
。
で
す
か
ら
一
人
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

が
担
当
で
き
る
グ
ル
ー
プ
サ
イ
ズ
に
は
自
ず

と
限
界
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
人
が
対
応

に
当
た
っ
て
も
場
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
、

複
数
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
で
進
め
た
い
も

の
で
す
。

　

留
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
キ
ャ
リ
ア
を

考
え
る
う
え
で
過
去
に
目
を
向
け
る
の
は
、

そ
こ
に
考
え
る
う
え
で
の
素
材
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
た
ち
の
物
語

は
過
去
の
出
来
事
を
ど
う
解
釈
す
る
か
と
い

う
中
に
現
れ
ま
す
。
こ
れ
は
過
去
の
体
験
、

経
験
を
克
服
し
な
け
れ
ば
先
に
進
め
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
前

の
職
場
で
大
変
な
目
に
遭
っ
て
、
そ
れ
が
未

だ
に
尾
を
引
い
て
い
て
、
現
在
も
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
あ
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
も
の
を
抱
え
な
が

ら
で
も
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
い
く
か
を
考

え
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
最
近
注
目
さ
れ
て

い
る
ア
ド
ラ
ー
博
士
の
考
え
を
借
り
る
と
す

れ
ば
、
そ
こ
に
囚
わ
れ
て
い
る
か
ら
先
に
進

め
な
い
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
考
え
な
く
て

よ
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
囚
わ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
も
あ
り
え
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
心
理
的
な
援
助
が
で
き
る
人

が
い
る
と
参
加
者
は
安
心
で
き
る
で
し
ょ

う
。
そ
う
し
た
参
加
者
が
多
い
な
ら
、
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
対
応
で
き
る
人
を
加
え
る

か
、
専
門
家
に
リ
フ
ァ
ー
で
き
る
体
制
を
整

え
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

ゴ
ー
ル
設
定
は
不
可
欠
で
し
ょ
う
か
？

A
確
か
に
変
化
の
激
し
い
時
代
で
す
。
こ
う

な
り
た
い
と
思
っ
て
ゴ
ー
ル
を
設
定
し
た
と

し
て
も
、
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
今
の
時
点
で
は
思
い
も
付
か

な
か
っ
た
よ
う
な
ゴ
ー
ル
が
出
て
く
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
こ
そ
ほ
ん
の
20
年
前
、

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
い
う
職
業

は
日
本
に
な
か
っ
た
の
で
す
か
ら
。

　

キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
か
ら
と
い
っ
て
、

キ
ャ
リ
ア
ゴ
ー
ル
を
設
け
な
け
れ
ば
い
け
な

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
具
体
的
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
、
そ
う
し
た
も
の
が
あ
っ
た
ほ

う
が
実
現
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
を
と
り
や

す
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
と
は「
何
に
な
り
た

い
か
」
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、「
ど
う
あ

り
た
い
か
」
を
考
え
る
こ
と
で
す
。
人
生
の

あ
る
時
期
に
な
っ
て
、
例
え
ば
転
機
を
迎
え

て
、
あ
る
い
は
人
や
出
来
事
と
出
会
っ
て
見

識
が
拡
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
あ
ぁ
こ
う

い
う
こ
と
だ
っ
た
の
だ
」
と
思
い
つ
く
と
い

う
こ
と
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
期

が
早
け
れ
ば
よ
い
人
生
だ
っ
た
と
い
え
る
の

だ
と
い
う
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
人
生
の

さ
ま
ざ
ま
の
も
の
が
キ
ャ
リ
ア
で
あ
る
な

ら
、
一
生
を
通
じ
て
ど
う
あ
り
た
い
か
を
考

え
続
け
る
こ
と
も
一
つ
の
在
り
方
で
す
。

　

そ
の
意
味
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は
生
涯
学

習
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
キ
ャ
リ
ア
を
考
え

る「
場
」
は
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
で
あ
り
、

そ
の
時
々
で
改
め
て
考
え
る
た
め
の
方
法
を

学
ぶ
場
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
で
は
こ
こ
で
擱
筆
と
い
た
し
ま
す
。

お
役
に
立
て
て
い
れ
ば
幸
い
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る「
場
」
と
は
、「
語

り
」と
い
う
外
在
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、

自
分
の
人
生
を
意
識
化
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
ご
説
明
し
て
き
ま
し
た
。
初

回
で
ご
紹
介
し
た
キ
ャ
リ
ア
開
発
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
・
Ｃ
Ｄ
Ｗ
Rは
そ
の
一
つ
で
す
が
、

参
加
者
に
合
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
形
式
が
あ
る

で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
場
を
創
出
し
て
い
く

う
え
で
考
え
て
お
き
た
い
こ
と
を
、
質
問
形

式
で
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

内
面
に
目
を
向
け
る
だ
け
で
い
い
の
？

A
自
分
の
内
面
に
目
を
向
け
る
だ
け
で
は
、

自
己
愛
の
強
い
人
を
育
て
る
ば
か
り
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
は
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
の
中
で
語
り
合
い
、
他
者
か
ら
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も
ら
う
こ
と
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
自
分
を
確
認
で
き
る
か
ら

で
す
。

　

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
恐
れ
、
自
己
イ
メ
ー

ジ
を
守
ろ
う
と
し
て
さ
ら
に
殻
に
閉
じ
籠
も

る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
な
配
慮
も
必
要
で

す
。本
音
の
や
り
と
り
が
必
要
と
い
っ
て
も
、

そ
の
場
に
引
っ
張
り
出
す
の
は
無
謀
で
す
。

そ
こ
が
自
分
の
話
を
し
て
み
て
も
い
い
か
も

し
れ
な
い
と
思
え
る
程
度
に
、“
小
さ
い
な

が
ら
も
安
心
で
き
る
社
会
”
と
な
っ
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
過
剰
に
飾
り

立
て
た
も
の
で
は
な
い
、
本
質
的
な
自
己
イ

メ
ー
ジ
を
語
る
た
め
に
は
、
言
語
化
す
る
時

間
を
確
保
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
成
熟
度
を
高
め
、
自

己
理
解
を
深
め
な
が
ら
外
在
化
す
る
プ
ロ
セ

ス
の
中
で
、
自
己
愛
は
自
尊
心
、
自
己
承
認

に
変
わ
り
、
そ
れ
が
次
の
一
歩
を
踏
み
出
す

力
、
自
信
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

企業研修の現場から連載

小野田博之
有限会社キャリアスケープ・コンサルティング　代表

キャリアを考える「場」をつくる ⑷
―考え方を学ぶこと―

vol.7-4

おのだ・ひろゆき●経営人事コンサルタント、キャリア・カウンセラー。大学卒
業後、新聞社記者、ソフトウェア会社人事教育部等を経て、現職。内的キャ
リアを自覚した個人と社会的ミッションを自覚した組織の成長、発展の支援を
目的とした経営コンサルティング、組織開発／キャリア開発、キャリアをテーマ
としたグループワーク、カウンセリング等を行っている。

Q
自
分
の
価
値
観
を
探
り
、
そ
れ
を
言
葉
に
す

る
こ
と
の
重
要
性
は
わ
か
る
が
、
そ
れ
だ
け
で

い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
　
も
っ
と
世
の
中
に
目

を
向
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
？

Q
価
値
観
を
探
る
う
え
で
過
去
に
目
を
向
け
ま

す
が
、
思
い
出
し
た
く
な
い
こ
と
を
思
い
出
さ

せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

Q
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
と
い
う
と
キ
ャ
リ
ア

ゴ
ー
ル
を
設
定
し
、
そ
こ
に
至
る
た
め
の
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
を
す
る
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
な
か

な
か
ゴ
ー
ル
が
決
め
ら
れ
な
い
人
も
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
こ
れ
だ
け
変
化
の
激
し
い
時
代
で
は

ゴ
ー
ル
を
描
い
て
も
そ
の
通
り
に
は
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
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に
学
ん
で
い
く
内
容
と
し
た
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
た「
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
支
援
」が
奏
功
し
、

平
成
23
年
度
か
ら
は
体
系
的
な
キ
ャ
リ
ア
教

育「
就
業
力
育
成
・
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
始

動
さ
せ
る
こ
と
に
繋
が
り
、
本
格
的
な
キ
ャ

リ
ア
教
育
へ
と
移
行
し
た
。

本
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育「
就
業
力
育
成
・

認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
特
徴
は
、
①
学
生
の

成
長
段
階
に
合
わ
せ
た
体
系
的
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
②
勤
労
観
・
職
業
観
を
育
む
た
め
の
理

論
と
実
践
の
融
合
、
③
重
層
的
で
多
様
に
展

開
す
る
多
角
的
な
連
携
、
④
自
ら
考
え
行
動

し
課
題
に
取
り
組
む
学
生
提
案
型
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
⑤
自
己
観
測
と
外
部
委
員
に
よ
る
客
観

的
な
評
価
シ
ス
テ
ム
、
の
５
点
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
特
徴
を
ベ
ー
ス
と
し
て
個
人
の
成
長

段
階
に
合
わ
せ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で「
成
城

の
就
業
力
。」を
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
は
、
本
学
の「
澤
柳
教
育
」を
ベ
ー
ス

と
し
て
構
築
し
て
お
り
、
学
生
の
個
性
を
大

切
に
育
み
、
自
分
の
信
じ
る
道
を
自
分
で
開

い
て
い
く「
独
立
独
行
」の
人
を
育
て
る
こ

と
こ
そ
、
真
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

３　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

成
城
大
学
は
、
平
成
27
年
度
よ
り
キ
ャ
リ

ア
教
育
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
、
そ
し
て
、
就
職

活
動
支
援
を
総
合
的
に
担
当
す
る
組
織
と

し
て「
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
た
。

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た「
就
職
活
動
支
援
」

に
、「
キ
ャ
リ
ア
支
援
」「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

を
加
え
、
有
機
的
な
連
携
を
展
開
・
実
現
す

る
こ
と
で
、
学
生
の
総
合
的
な「
キ
ャ
リ
ア

形
成
」支
援
を
担
う
組
織
で
あ
る
。

入
学
時
、
学
生
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が

主
催
す
る「
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
」か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
自
身
の
大
学
に
お
け
る
キ
ャ

リ
ア
形
成
を
考
え
る
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と

と
な
る
。
こ
う
し
た
入
学
時
点
か
ら
自
身
の

キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
学
生
は
自
ら
考
え
行
動
す
る
こ
と
を
意

識
し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
授
業
を
受
講
す
る

者
、
資
格
取
得
に
励
む
者
、
将
来
を
見
据
え

て
具
体
的
な
行
動
を
起
こ
す
者
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の「
キ
ャ
リ
ア
」を
歩
み
始
め
る
が
、

そ
の
際
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
様
々
な

ケ
ー
ス
や
パ
タ
ー
ン
に
対
応
し
、
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
よ
う
に
成

城
学
園
の
教
育
理
念
に
基
づ
い
て
、
時
世
の

流
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
・
就
職
活
動
支
援
を
展
開

す
る
こ
と
で
、
在
学
生
・
保
証
人
・
企
業（
社

会
）・
地
域
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
の
方
々
と
の
良
好
な
関
係
を
持
続

的
に
作
り
上
げ
、
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
が

で
き
る
独
立
独
行
の
精
神
を
持
っ
た「
人
」

の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

１　

成
城
学
園
、成
城
大
学
に
つ
い
て

成
城
大
学
は
、
１
９
５
０
年
に
開
設
さ

れ
、
現
在
で
は
４
学
部
11
学
科
か
ら
構
成
さ

れ
る
人
文
社
会
科
学
系
の
総
合
大
学
で
あ

る
。
在
学
生
の
数
か
ら
す
れ
ば
比
較
的
小
規

模
な
大
学
だ
が
、
政
治
・
経
済
・
芸
術
・
マ
ス

コ
ミ
な
ど
社
会
の
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る

多
く
の
人
材
を
育
成
し
て
き
た
伝
統
を
持
っ

た
大
学
で
あ
る
。
成
城
大
学
の
設
置
母
体
で

あ
る
学
校
法
人
成
城
学
園
は
、
日
本
の
近
代

教
育
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
澤
柳
政
太
郎
博

士
に
よ
っ
て
、
１
９
１
７
年
に
創
立
さ
れ
た

成
城
小
学
校
に
始
ま
り
、幼
稚
園
か
ら
大
学
・

大
学
院
ま
で
を
擁
し
た
総
合
学
園
に
発
展
し

て
き
た
。
学
園
各
校
は
建
学
の
精
神
に
基
づ

い
た
教
育
を
展
開
し
て
い
る
が
、
創
立
百
周

年（
２
０
１
７
年
）を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

澤
柳
教
育
が
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
を
再
確
認

し
、
そ
の
深
化
・
充
実
の
た
め
の
改
革
を
進

め
て
お
り
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
も
、

澤
柳
教
育
を
ベ
ー
ス
に
構
築
・
展
開
し
て
い

る
。

　２　

成
城
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て

成
城
大
学
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
始
動
さ
せ

た
の
は
平
成
18
年
度
で
あ
る
。
当
時
の
支
援

部
門
で
あ
る「
就
職
部
」の
新
た
な
事
業
と

し
て「
キ
ャ
リ
ア
教
育
お
よ
び
キ
ャ
リ
ア
支

援
」を
パ
イ
ロ
ッ
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
導
入
・
実

施
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
は
、
正
課

の
授
業
科
目「
全
学
共
通
教
育
科
目
」
内
に

「
キ
ャ
リ
ア
形
成
論
」を
開
講
し
、
キ
ャ
リ
ア

支
援
と
し
て
は
、正
課
外
プ
ロ
グ
ラ
ム「
キ
ャ

リ
ア
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム：
Ｍ
Ａ
Ｐ
」を
ス

タ
ー
ト
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
・
支
援
に
お
い
て
は
、
メ

イ
ン
テ
ー
マ
を「
就
職
活
動
」と
は
せ
ず
、

自
ら
の「
キ
ャ
リ
ア
形
成
」を
テ
ー
マ
に
、

他
者
の
考
え
、
社
会
理
解
を
中
心
に
総
合
的

成城大学
キャリアセンター
主任

長尾繁樹

キャリアセンター通信連載 成城大学
成城大学のキャリア教育
100周年、そして未来に向けて

キャリア教育･キャリア支援･就職活動支援

成城大学
キャリア支援 就職活動支援

キャリア教育

キャリアサポートプログラム
インターンシップ

講座（資格取得など）
キャリア個別相談

就職個別相談
各種イベントの開催

（ex. 合同企業説明会）
講座（就職支援）

就業力育成・認定プログラム
キャリアデザイン科目

■キャリア教育・キャリア支援・就職活動支援概念図
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海
外
生
活
の
長
か
っ
た
児
童
生
徒
が
教
室
に

い
る
の
が
普
通
に
な
っ
て
い
る
。

万
能
的
な
試
験
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
が
ち

だ
っ
た
学
力
判
断
型
の
大
学
入
試
だ
が
、
そ

れ
は
も
は
や
幻
想
に
過
ぎ
な
い
。
日
本
の
学

力
型
入
試
は「
日
本
人
に
よ
る
日
本
人
の
た

め
の
日
本
人
の
入
試
」
と
い
っ
た
試
験
な
の

で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
の
脱
却
は
、
す
で
に
始
ま
っ
て

い
る
。
今
、
急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
る
入
試

改
革
で
あ
っ
た
り
、
高
校
教
育
改
革
で
あ
っ

た
り
と
、
制
度
そ
の
も
の
を
改
め
よ
う
と
す

る
動
き
や
、
能
力
指
標
や
育
成
す
べ
き
人
物

像
の
検
討
な
ど
の
理
論
構
築
、
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
発
な
ど
現
場
に
お
け
る
実
践
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
る
。
新
し
い
取
組
が
行
わ
れ

て
い
る
の
だ
。
た
だ
、
自
分
の
経
験
で
し
か

物
事
を
捉
え
ら
れ
な
い
人
が
多
く
、「
猫
に

小
判
」
と
い
っ
た
感
じ
で
、
取
組
自
体
に
十

分
な
価
値
を
見
い
だ
せ
な
い
人
が
多
い
の
は

残
念
で
あ
る
。

近
年
、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
た
日
本
の
入
試

に
風
穴
を
あ
け
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
広

が
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
、
国
際
バ
カ
ロ

レ
ア
機
構（
本
部
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）
が
提
供
す

る
国
際
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
文
部
科

学
省
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
観
点
か

ら
、我
が
国
に
お
け
る
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア（
Ｉ

Ｂ
）
の
普
及
・
拡
大
を
推
進
し
て
お
り
、
認

定
校
も
増
え
つ
つ
あ
る
。
Ｉ
Ｂ
が
育
成
し
よ

う
と
し
て
い
る
学
習
者
像
と
し
て
、「
探
究

す
る
人
」「
知
識
の
あ
る
人
」「
考
え
る
人
」

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
人
」「
信

念
を
も
つ
人
」「
心
を
開
く
人
」「
思
い
や
り

の
あ
る
人
」「
挑
戦
す
る
人
」「
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
人
」「
振
り
返
り
が
で
き
る
人
」の
10

の
人
物
像
を
掲
げ
、
国
際
的
な
視
野
を
持
っ

た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
人
材
育
成
を
目
標
に
、
設
定
さ

れ
た
知
識
の
領
域
を
探
究
的
に
学
習
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
単
に
知
識

を
獲
得
す
る
の
で
は
な
く「
知
識
と
は
何
か
」

「
知
識
を
ど
う
獲
得
す
れ
ば
よ
い
の
か
」「
知

識
を
ど
う
使
い
こ
な
す
か
」
と
い
っ
た
課
題

に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
自
ら
課
題
を
設
定

し
、
学
習
し
て
い
く
た
め
、
生
涯
に
わ
た
り
、

あ
ら
ゆ
る
知
に
対
し
て
学
び
続
け
る
態
度
が

育
成
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
国
際
的
に
通
用
す
る
大
学
入
学
資

格
が
取
得
で
き
、
世
界
の
主
要
大
学
の
入
学

審
査
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
国
内
の
大
学

で
も
、
大
学
入
試
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
東

京
大
学
や
京
都
大
学
、
大
阪
大
学
な
ど
で
も

活
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
ご
存
じ
の
方
は

決
し
て
多
く
は
な
い
。

今
日
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
影
響
だ
け
で
は

な
く
、
人
工
知
能
の
発
達
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
普
及
に
よ
り
、
学
び
の
内
容
や
方
法
は

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
で
知
識
を
収
集
す
る
こ
と
は

容
易
に
な
り
、
そ
れ
を
分
析
す
る
作
業
は
人

工
知
能
で
も
で
き
る
。
お
決
ま
り
の
手
順
で

答
え
を
見
い
だ
す
こ
と
は
、
人
工
知
能
の
得

意
と
す
る
こ
と
で
、
人
間
が
勝
て
る
は
ず
は

な
い
。
人
工
知
能
に
で
き
な
い「
賢
さ
」
を

身
に
つ
け
な
け
れ
ば
、
人
間
の
頭
脳
の
存
在

意
義
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

今
、
日
本
の
教
育
界
は
、
賢
さ
の
国
際
競

争
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
日
本
の
中
で
は
、
入
学
試
験

の
得
点
率
を
指
標
に
、
賢
さ
を
判
断
し
て

い
た
面
が
否
め
な
い
。「
○
○
大
学
○
人
合

格
！
」
な
ど
の
宣
伝
文
句
に
、
良
い
教
育
を

施
し
子
ど
も
た
ち
を
賢
く
し
て
い
る
学
校
と

す
る
学
校
選
択
の
基
準
が
広
が
っ
て
い
る
現

状
は
、
賢
さ
の
判
断
を
入
学
試
験
に
偏
重
し

て
い
る
証
拠
で
は
あ
る
ま
い
か
。

日
本
の
学
力
型
の
大
学
入
試
は
、
学
力
を

測
定
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
達
成

度
を
調
べ
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
問
題
作
成
者
は
、
高
校
の
教
科
書

を
分
析
し
、
学
習
指
導
要
領
と
い
う
高
校
の

教
育
課
程
の
編
成
基
準
に
な
る
公
文
書
を
読

み
込
み
、
逸
脱
し
な
い
よ
う
に
作
成
し
よ
う

と
す
る
。
日
本
の
大
学
入
試
問
題
は
熟
慮
に

熟
慮
を
重
ね
て
作
ら
れ
て
お
り
、
良
問
も
多

い
の
だ
が
、
統
一
し
た
教
育
制
度
が
国
内
の

隅
々
ま
で
浸
透
し
て
い
る
日
本
だ
か
ら
こ
そ

成
り
立
つ
入
試
に
な
っ
て
お
り
、
国
内
の
教

育
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
、
公
平
に

得
点
を
競
う
よ
う
で
き
て
い
る
。

し
か
し
、
日
本
の
教
育
制
度
が
他
国
の
教

育
制
度
と
同
じ
か
と
言
え
ば
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
な
い
。
す
る
と
、
一
見
公
平
な
大
学

入
試
だ
が
、
家
庭
の
事
情
な
ど
で
、
他
国
の

教
育
制
度
を
受
け
て
き
た
生
徒
に
と
っ
て

は
、
公
正
な
選
抜
試
験
で
は
な
い
の
だ
。
か

つ
て
は
、
海
外
生
活
の
長
い
児
童
生
徒
は
決

し
て
多
く
は
な
か
っ
た
が
、
経
済
活
動
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
、
児
童
生
徒
の
多
様

化
が
進
ん
で
い
る
。外
国
籍
の
児
童
生
徒
や
、

キャリア指導の現場から 連載

教育のグローバル化が
進んでいる

東京都立晴海総合高等学校
キャリアカウンセラー

千葉吉裕

30
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いじめ考　その４
−大人のいじめ−

ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 風 便 り
　　　第32回

東京都スクールカウンセラー（臨床心理士）　

金屋光彦

やく７年の歳月の後、会社側の過失を認め、謝罪し、あわ
せて１億3,400万円を支払うことを受け入れたのだった。
　彼女は人と接するのが好きで、この会社を選んだとい
う。母親は、「娘は真面目で優しい性格だった。助けられ
なかった後悔は死ぬまで続く」と、言葉を詰まらせながら
語った。
　また、2012年６月、埼玉県機動隊プールで、水難救
助訓練中、当時26歳の隊員が死亡した。彼は、河川や
湖の事故や災害に対応する水難救助部隊に所属していた。
基本的な泳ぎ方や潜水訓練のほか、現場で冷静に行動で
きるよう指導者が水中に沈めて負荷をかける「妨害」とい
う訓練が行われていたという。
　この時彼は、膝のけがで不調を訴えていた。当該訓練中、
苦しさに耐えかねた彼は、はしごをつかんで泳ぎをやめ
る。それを見た上司は、戒めとして彼の肩を蹴って水中
に戻し、身体を背後からつかんで、繰り返し水中に沈め
たという。その結果、彼は溺れて水死した。
　過失致死罪に問われた上司は、裁判で、「厳しく訓練す
る必要があった」と述べた。しかし、全国で機動隊の潜水
技術を指導する専門家は、「あり得ない。危険きわまりな
い」と証言している。

3 いじめの傾向と乗り越える意味

　このように、働く組織内で、指導や訓練という名の下で、
卑劣ないじめが今も行われている。自由と民主主義にな
じみ、人権意識も広がっている現代社会で、このような
ことが今だに顕在すること自体、驚きともいえる。
　いじめは人間関係の病である。受けるほうは多大な苦
痛を感じるが、加害側はそれを知らず容赦もしない傾向
が、強まっているともいわれる。

　振り返えれば、いじめだったといえるものは、私の人
生でも多数あった。それに折れそうになりながらも、支
え助けてくれる人もいて、何とか乗り越えて今日がある。
いじめで死に追い込まれた人は、まことに無念で痛まし
い限りだが、私たちはみな繋がっている。ひどく苦痛な
いじめだが、解決策は必ずあるのだと思う。
　教育現場でも必ず起こるいじめ。望まれるのは、いじ
めを通して、加害者も被害者もそれを乗り越え、成長し
ていくことだ。何といっても、彼らはまだ発達途上の人
間で、共感能力も、レジリエンスの力も、まだ十分育っ
ているとはいえないからである。

1 いじめの字と大人のいじめ

　いじめを漢字で書くと、「虐め」となる。この「虐」の字
は、虎が爪をむき出して弱いものを襲う形の意だという。
自らは安全な立場にいて、自分より弱く無力な者をいた
ぶりもてあそぶ、時には死に追いやるいじめ…。人とし
て品性に欠けた、卑劣な行為ともいえるこのいじめは、
どこの国でもどこの場所でも、人が集うところであれば、
影のように忍び寄ってくるものである。
　子どもの世界は、大人社会の縮図といわれて久しい。
前回、正義に乗ったいじめのケースをあげたが、力のア
ンバランスを背景に、加害者側にいじめの自覚に欠ける
いじめは、大人の世界でも数限りない。組織内でのパワ
ハラをはじめ、家庭内でのドメスティックバイオレンス、
しつけと称して繰り返される子への虐待、さらに地域社
会で行われる村八分等、立場の強い虎たる者たちが放つ
いじめは、大人の世界にも満ち溢れている。
　全国の労働局に寄せられるセクハラ関連の相談は、毎
年１万件にものぼるという。「非正規労働者など弱い立場
の人が増え、そうした地位の差を背景にしたセクシュア
ル・ハラスメントが続いているのではないか」（牟田和恵
大阪大学教授談　読売新聞2016年4月7日）

2 指導や訓練の名の下でのいじめ

　セクハラばかりでない。いわゆる会社や上司によるパ
ワー・ハラスメントによる破綻も、後を絶たない。2014
年度精神障害に関わる労災認定数と自殺者数が、過去最
高だったことは、それを如実に示唆している。
　2015年12月、長い歳月を経てようやく和解に至った
ある労災事件がある。2008年の４月、希望を胸に一人
の女性が名古屋から上京した。有名な外食企業に採用さ
れ横須賀市内の店舗に配属された彼女は、思いとは異な
り、過酷な労働を強いられる。
　過労死ラインは、月の時間外労働（残業）が80 ～ 100
時間といわれる。ところが、彼女の時間外労働は141時間
にものぼった。そればかりでなく、休日には創業者の著書
を読んで感想を書く作業や、理念集の暗記まで強要された。
　疲弊しきった彼女は適応障害を発症し、手帳にこう記
した。「体が痛いです。体が辛いです。気持ちが沈みます。
早く動けません。どうか助けて下さい。誰か助けて下さい」
　そうしてわずか入社２カ月後のある日、彼女は自ら命
を絶つのである。参議院議員にもなった創業者は、よう

連載
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に
働
き
方（
そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず「
生
き

方
」で
も
あ
る
が
）を
考
え
直
す
時
代
に
直

面
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

Ｄ
さ
ん
は
大
手
の
流
通
関
係
の
会
社
に

主
任
と
し
て
勤
め
る
30
代
半
ば
の
２
児
の
母

親
で
あ
る
。
Ｄ
さ
ん
の
相
談
内
容
は「
仕
事

と
家
庭
を
両
立
し
た
い
。
だ
け
ど
、
子
育
て

を
し
な
が
ら
管
理
職
と
し
て
活
躍
す
る
モ
デ

ル
が（
Ｄ
さ
ん
の
周
囲
に
は
）い
な
い
の
で
、

こ
の
先
ど
う
考
え
て
い
け
ば
い
い
か
わ
か
ら

な
い
の
で
不
安
で
す
」と
い
う
悩
み
で
あ
っ

た
。
１
９
８
５
年
の
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

の
制
定
は
女
性
の
社
会
進
出
の
き
っ
か
け
に

な
り
、
１
９
９
７
年
の
改
正
で
さ
ら
に
そ
れ

は
弾
み
と
な
っ
た
。
雇
用
機
会
に
性
差
別
を

な
く
す
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
だ
し
、
こ
う

し
た
取
り
組
み
が
遅
か
っ
た
日
本
は
、
制
度

的
に
は
や
っ
と
欧
米
に
肩
を
並
べ
た
と
言
え

る
。
こ
う
し
て
、
大
企
業
を
中
心
に
女
性
が

男
性
と
同
等
に
働
く
姿
は
珍
し
く
な
く
な

り
、
そ
の
中
で
管
理
職
に
登
用
さ
れ
る
女
性

も
徐
々
に
だ
が
確
実
に
増
え
て
き
て
い
る
。

Ｄ
さ
ん
も
そ
う
し
た
中
の
一
人
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
に
来
て
こ
う
し
た
家
庭
を

持
っ
て
働
く
女
性
の
相
談
に
一
つ
の
傾
向
が

あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
そ
れ
が
今
回

Ｄ
さ
ん
の
悩
み
で
あ
る
仕
事
と
家
庭
の
両
立

の
困
難
さ
で
あ
る
。
今
の
立
場
で
働
き
続
け

た
い
か
ら
残
業
や
出
張
も
立
場
上
そ
れ
を
拒

否
で
き
な
い
し
、
成
果
も
上
げ
ら
れ
な
く
な

る
と
い
い
、
周
囲
を
見
て
も
成
果
を
出
す
人

は
そ
う
や
っ
て
頑
張
っ
て
昇
進
し
て
い
る
と

い
う
。
日
本
の
多
く
の
企
業
で
は
、
職
位
が

上
が
る
こ
と
と
労
働
時
間
の
増
加
は
正
比
例

す
る
。
本
音
は
と
も
か
く
部
下
よ
り
先
に
退

社
で
き
な
い
と
い
う
の
が
実
情
だ
。
下
の
子

が
ま
だ
３
歳
の
Ｄ
さ
ん
は
、
こ
れ
以
上
会
社

で
の
時
間
を
増
や
し
た
く
な
い
の
も
正
直
な

想
い
で
あ
る
。
ま
さ
に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
が
Ｄ
さ
ん
の
テ
ー
マ
と
言
え
る
。
私
は

思
い
切
っ
て「
昇
進
を
諦
め
る
こ
と
は
無
理

な
ん
で
す
か
」と
尋
ね
て
み
た
。「
昇
進
は

諦
め
た
く
な
い
。
だ
っ
て
、
今
ま
で
何
の
た

め
に
頑
張
っ
て
き
た
の
か
と
思
う
ん
で
す
」

と
い
う
。
男
性
と
競
争
す
る
よ
う
に
仕
事
を

頑
張
っ
て
き
た
Ｄ
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
努
力

を
思
え
ば
、
母
親
と
し
て
の
時
間
を
大
切
に

し
た
い
一
方
、
そ
う
簡
単
に
昇
進
を
断
念
で

き
る
こ
と
で
は
な
い
と
そ
の
気
持
ち
も
理
解

で
き
る
。

厚
生
労
働
省
は「
長
時
間
労
働
の
削
減
」

に
長
く
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
が
、
一
向
に

改
善
の
兆
し
が
見
え
な
い
。
安
倍
政
権
は
先

ご
ろ「
36
協
定
」の
見
直
し
を
検
討
す
る
と

発
表
し
た
が
、
近
い
将
来
長
時
間
労
働
が
削

減
さ
れ
る
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。
誰
も
が

長
時
間
労
働
が
な
く
な
れ
ば
い
い
と
思
い
な

が
ら
そ
う
な
ら
な
い（
そ
う
で
き
な
い
）背

景
が
あ
る
か
ら
だ
。

Ｄ
さ
ん
に
話
を
戻
そ
う
。
Ｄ
さ
ん
に
と
っ

て
男
性
と
同
等
に
働
く
と
い
う
こ
と
は
ど

う
い
う
価
値
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
人

生
を
豊
か
に
す
る
こ
と
と
ど
う
関
連
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
。
長
時
間
労
働
が
な
く
な
ら
な

い
中
で
、
も
し
、
仕
事
と
家
事
の
両
立
を
目

指
す
の
で
は
な
く
、
今
の
働
き
方
自
体
を
問

題
に
で
き
る
な
ら
、
ま
た
、
そ
う
し
た
視
点

で
生
き
方
を
考
え
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
な

ら
、
出
口
は
違
っ
て
見
え
て
く
る
よ
う
に
思

う
。
女
性
の
社
会
進
出
が
進
ん
で
い
る
欧
米

で
は
、
昇
進
を
拒
否
し
て
自
分
の
幸
せ
を
求

め
る
エ
リ
ー
ト
女
性
も
現
れ
て
き
て
い
る
と

い
う
。
こ
れ
は
一
人
Ｄ
さ
ん
の
問
題
で
は
な

く
、
ま
た
、
女
性
だ
け
の
問
題
で
も
な
く
、

働
く
人
に
と
っ
て
の
共
通
し
た
豊
か
さ
と
は

何
か
を
考
え
る
テ
ー
マ
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
ム
ヒ
カ
元
大
統
領
の
提
言
が
意
味
す
る

こ
と
は
他
人
事
で
は
な
い
の
で
あ
る
。　
　

私
は
こ
の
連
載
で「（
自
分
に
と
っ
て
の
）

内
的
キ
ャ
リ
ア
の
自
覚
と
そ
れ
が
働
く
こ
と

に
ど
う
い
う
意
味
や
意
義
が
あ
る
の
か
を
見

出
す
こ
と
は
、
人
生
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
」と
書
い
て
き
た
。
別
の
言
葉
で

言
え
ば「
働
い
て
生
き
て
い
く
う
え
で
自
分

に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
も
の
、
価
値
の
あ

る
も
の
」を
大
事
に
し
よ
う
と
い
う
シ
ン
プ

ル
な
こ
と
に
過
ぎ
な
い
。
コ
ラ
ム
の
担
当
を

終
え
る
に
当
た
っ
て
は
、
何
を
す
る
か
で
は

な
く
ど
う
働
く
か
と
い
う「
働
き
方
」を
あ

ら
た
め
て
考
え
て
み
た
い
。

今
春
、
ウ
ル
グ
ア
イ
の
元
大
統
領
ホ
セ
・

ム
ヒ
カ
氏
が
来
日
し
、
彼
の
言
動
や
考
え

方
が
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
で

興
味
を
持
た
れ
た
方
も
い
た
と
思
う
。
ご
存

知
の
よ
う
に
彼
を
一
躍
有
名
に
し
た
の
は

２
０
１
２
年
に
国
連
主
催
で
行
わ
れ
た「
持

続
可
能
な
開
発
会
議（
通
称
、
リ
オ
会
議
）」

で
の
ス
ピ
ー
チ
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
ス
ピ
ー

チ
の
中
で「
貧
乏
な
人
と
は
、
少
し
し
か
物

を
持
っ
て
い
な
い
人
で
は
な
く
、
無
限
の
欲

が
あ
り
、
い
く
ら
あ
っ
て
も
満
足
し
な
い
人

の
こ
と
だ
」と
訴
え
、
今
の
消
費
主
義
社
会

を
批
判
し
世
界
に
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

彼
の
ス
ピ
ー
チ
の
波
紋
が
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に

大
き
か
っ
た
の
は
、
私
た
ち
が
当
た
り
前
の

こ
と
と
し
て
考
え
て
い
る「
豊
か
さ
」へ
の

ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

私
た
ち
は
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
た
め

に
と
考
え
、
少
し
で
も
多
く
の
収
入
を
得
よ

う
と
し
て
頑
張
る
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
に
疑

義
を
抱
く
こ
と
も
少
な
い
。
し
か
し
、
こ
の

多
く
の
人
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
こ
の
こ
と

を
、
深
く
考
え
る
こ
と
も
な
く
私
た
ち
は

突
っ
走
っ
て
き
た
。
な
ぜ
な
ら
近
代
社
会
が

目
指
し
て
き
た
も
の
が
そ
れ
だ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
見
返
り
が
福
島
第
一
原
発
の
事

故
だ
と
私
は
思
う
が
、
決
し
て
言
い
過
ぎ
で

は
な
い
だ
ろ
う
。
私
た
ち
は
、
今
こ
そ
真
剣
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職場のメンタルヘルスチェック
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